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◉
論
考

勧
懲
の
主
人
公�

西
田
　
耕
三

本
稿
は
、
曲
亭
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
お
け
る
「
主
人
公
」
の
意
味
、

そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
勧
善
懲
悪
の
主
張
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
主
人
公
の
語
義

唐
時
代
の
禅
僧
洞
山
良
价
（
八
〇
七－
八
六
九
）
の
語
録
『
洞
山
悟
本
大
師
語

録
』（
和
刻
本
、
元
文
四
年
跋
）
お
よ
び
『
洞
山
大
師
語
録
』（
和
刻
本
、
宝
暦
十

一
年
序
）
の
「
上
堂
」
に
、「
主
人
公
を
坐
断
し
て
、
第
二
見
に
落
ち
ず
」
と
い
う

言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
（
前
者
は
二
オ
、
後
者
は
十
一
オ
）。「
坐
」
は
「
挫
」。「
坐

断
し
て
」
は
、
と
り
ひ
し
ぐ
意
。
こ
の
「
主
人
公
」
は
、「
第
二
見
」
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。「
第
二
見
」
は
、
一
切
の
事
物
に
、
長
短
、
此

彼
、
動
静
、
迷
悟
、
有
無
な
ど
の
対
立
を
見
る
こ
と
。
唐
末
の
瑞
巌
師
彦
が
毎
日

自
分
に
向
か
っ
て
「
お
い
主
人
公
」
と
喚
び
か
け
、
主
人
公
が
応
え
る
と
、「
し
っ

か
り
し
な
さ
れ
や
」「
ど
ん
な
時
も
他
人
に
騙
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
ぞ
」
と
言
っ

た
（『
無
門
関
』
第
十
二
則
。
西
村
恵
信
訳
）。
こ
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

「
主
人
公
」
を
呼
び
出
す
時
と
状
況
を
問
題
に
し
て
い
る
の
が
、
雲
棲
袾
宏
『
竹

窓
随
筆
』
初
筆
「
睡
着
無
夢
時
主
人
」
で
あ
る
（
承
応
二
年
刊
の
和
刻
本
）。
雪
巌

が
高
峯
に
問
う
て
、
主
人
公
を
得
て
確
か
め
る
状
況
と
し
て
、
日
間
、
夜
夢
中
、

睡
着
無
夢
の
三
つ
の
時
を
提
示
す
る
。
高
峯
は
、
雪
巌
が
睡
着
無
夢
の
時
主
人
公

は
い
づ
こ
に
あ
り
や
と
最
後
に
聞
い
た
こ
と
に
対
し
て
反
応
し
、
も
の
に
は
順
序

が
あ
る
、
最
後
の
質
問
に
答
え
が
出
る
よ
う
な
ら
、
第
一
問
、
第
二
問
は
明
白
な

こ
と
な
の
だ
、
と
問
い
を
転
じ
て
た
し
な
め
て
い
る
の
だ
が
、「
主
人
公
」
を
確
か

め
る
の
に
、
こ
の
三
つ
の
時
が
あ
る
こ
と
は
他
に
見
な
い
。

禅
の
「
主
人
公
」
が
、「
第
二
見
」
を
も
た
ら
し
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な

い
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
次
の
例
で
も
わ
か
る
。

你な
ん
じ、

一
切
欣き

ん

厭え
ん

せ
ず
、
主
人
公
を
断
ず
と
も
、
殊
に
知
ら
ず
、
只
箇
の
欣
厭

せ
ざ
る
底
、
已
に
憎
愛
に
渉
り
了
る
こ
と
を
。（
寛
文
十
三
年
刊
の
中
峰
明
本

『
信
心
銘
闢
義
解
』
上
。
寛
文
十
三
年
刊
の
和
刻
本
『
天
目
中
峰
和
尚
広
録
』

巻
十
二
の
上
、
四
オ
）

こ
れ
は
禅
宗
三
祖
僧そ
う

璨さ
ん

の
撰
と
言
わ
れ
る
『
信
心
銘
』
の
「
但
憎
愛
莫な

け
れ
ば
、

洞
然
と
（
は
っ
き
り
と
）
し
て
明
白
な
り
」
の
中
峰
の
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、

「
主
人
公
」
は
ま
さ
し
く
「
憎
愛
」「
欣
厭
」
の
根
（
原
因
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
く
『
信
心
銘
』
の
「
六
塵
不
悪
還
同
正
覚
」（
六
塵
悪に
く

ま
ざ
れ
ば
、

還
っ
て
正
覚
に
同
じ
）
の
中
峰
解
説
中
に
、「
主
人
翁
諸
諾
諾
、
路
有
て
行
か
ず
、

無
縄
自
縛
、
六
塵
則
ち
是
れ
な
り
と
謂
ふ
。
底
に
徹
し
て
真
に
乖そ
む

く
。
六
塵
即
ち

非
な
り
と
謂
は
ゞ
、
還
て
大た
い

錯さ
く

（
大
き
な
誤
り
）
と
成
る
」
と
あ
る
（『
天
目
中
峰
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和
尚
広
録
』
巻
十
二
の
中
、
十
ウ
）。
こ
こ
で
も
、「
主
人
翁
（
主
人
公
）」
は
「
六

塵
」
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
六
塵
」
は
色
声
香
味
触
法
の
六
つ
の
対
象
。
六

根
（
眼
耳
鼻
舌
身
意
）
に
対
応
す
る
も
の
。
し
か
し
、
最
終
的
に
、「
六
塵
」
は
転

じ
て
「
正
覚
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
主
人
公
」
の
語
義
の
変
化
の
萌
し

が
あ
る
。
第
二
見
を
も
た
ら
し
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
「
主
人
公
」
が
、

あ
る
い
は
そ
れ
ゆ
え
に
、「
正
覚
」
へ
の
通
路
と
も
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

次
の
明
の
鴻こ

う

苞ほ
う

居
士
屠と

隆り
ゅ
うの

言
も
そ
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

入
市
而
嘆
過
路
客　

紛
紛
擾
じ
ょ
う
じ
ょ
う

擾
総
是
行
尸　

反
観
而
照
主
人
翁　

霊
霊
瑩え

い

瑩え
い

無
非
活
物�
（『
続
娑
羅
館
清
言
』。
百
部
叢
書
集
成
に
よ
る
）

市
に
入
っ
て
い
や
に
な
る
。
路
行
く
人
は
み
ん
な
が
や
が
や
と
騒
が
し
く
、
歩
く

屍
だ
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
主
人
翁
を
照
ら
し
て
い
る
。
透
き
通
っ
て
光
り
輝
き
、

活
物
で
な
い
も
の
は
な
い
。
街
行
く
人
と
屍
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
心
の
内
な

る
主
人
翁
を
見
出
し
て
い
る
。
い
つ
の
間
に
か
、「
主
人
公
」
の
語
義
に
変
化
が
生

じ
、「
主
人
公
」
は
良
い
意
味
に
変
わ
っ
て
く
る
。

「
主
人
公
」
は
禅
僧
が
使
い
始
め
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
浄
土
教
関
係
で
も
次
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
。『
彦
根
市
史
稿
』

四
十
一
「
寺
院
史
」（
中
川
泉
三
編
著
）
の
「
宗
安
寺
」（
浄
土
宗
）
の
項
に
、
開

山
成
誉
典
応
（
慶
長
六
年
五
月
十
九
日
没
）
の
画
像
の
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

画
像
上
部
に
記
さ
れ
て
い
る
偈
に
次
の
通
り
「
主
人
翁
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

西
方
弘
誓
広
流
通　

一
句
弥
陀
好
用
功　

歴
々
分
明
無
間
断　

声
々
喚
醒
主
人
翁

「
好
用
功
」
は
「
好
く
功
を
用
ふ
」。
こ
れ
は
、
拙
著
『
主
人
公
の
誕
生
』
第
一
章

で
も
記
し
た
よ
う
に
、
明
の
一
元
宋
本
の
西
方
詩
百
首
の
内
の
一
首
で
あ
る
（
一

元
『
帰
元
直
指
集
』
巻
二
）。「
主
人
翁
」
は
自
分
を
正
し
く
浄
土
へ
導
い
て
く
れ

る
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
仏
教
以
外
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

御
志
う
は
の
空
に
て
自
反
慎
独
の
御
受
用
な
り
か
ね
申
候
旨
、
乍
御
尤
沙
汰

の
か
ぎ
り
と
存
候
。
心
裏
面
に
常
住
不
息
の
良
知
の
主
人
公
御
さ
し
、
此
君

に
御
対
面
被
成
工
夫
御
勤
候
は
ゝ
い
つ
と
な
く
浮
気
の
ぞ
き
可
申
候
。
扨
工

夫
間
断
な
く
候
者
ほ
ど
な
く
主
人
公
に
御
対
面
可
有
之
候
。
主
人
公
に
御
対

面
以
後
は
万
事
の
顚
倒
除
や
す
き
者
に
て
候
。
能
々
御
体
認
。（『
中
江
氏
書

翰
』
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
の
加
越
能
文
庫
一
六－

八
〇
／

四
九
「
与
国
領
大
書
」。
句
読
点
引
用
者
。「
自
反
慎
独
」
は
「
み
ず
か
ら
省

み
、
独
り
を
慎
む
」
意
。
こ
の
書
簡
は
『
藤
樹
先
生
全
集
』
巻
十
八
に
も
）

中
江
藤
樹
は
、
良
知
の
工
夫
を
続
け
て
い
け
ば
、
う
わ
つ
い
た
心
も
な
く
な
り
、

ま
も
な
く
良
知
の
主
人
公
と
対
面
で
き
る
と
教
え
て
い
る
。

主
人
公
の
守
り
な
き
方
寸
を
辻
堂
に
た
と
へ
申
し
候
。
辻
堂
は
主
人
な
き
故

に
、
或
時
は
貴
人
高
位
も
腰
を
か
け
給
ひ
、
或
時
は
乞
食
非
人
も
宿
を
投
じ
、

或
時
は
狐
狸
蛇じ
や

蝎か
つ

の
栖
と
な
る
。
其
ご
と
く
、
主
人
な
き
方
寸
に
も
往
来
や

ど
り
の
者
、
貴
賤
所
を
あ
ら
そ
ふ
を
善
悪
の
合
戦
と
御
弁
へ
候
と
推
量
申
し

候
。
此
宿
居
の
も
の
は
貴
賤
共
に
羈
旅
の
あ
だ
も
の
に
て
候
間
、
速
く
退
出

し
候
て
、
辻
堂
に
た
と
へ
た
る
方
寸
の
内
に
光
明
赫
奕
た
る
本
尊
ま
し
ま
し

候
間
、
そ
れ
を
御
さ
が
し
出
し
候
て
、
此
辻
堂
の
あ
る
じ
と
御
定
候
は
ば
、

い
づ
れ
の
も
の
も
近
付
申
し
ま
じ
く
候
て
、
此
本
尊
無
上
の
威
力
ま
し
ま
す

故
に
て
候
。（『
藤
樹
書
』「
答
田
辺
子
」。『
藤
樹
先
生
全
集
』
巻
十
八
に
も
）

主
人
公
の
守
護
の
な
い
心
は
、
辻
堂
の
よ
う
な
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
入
り

込
ん
で
来
て
混
雑
き
わ
ま
り
な
い
。
そ
う
い
う
危
う
い
所
は
早
く
退
出
す
べ
き
で

あ
る
。
猥
雑
な
辻
堂
に
、
早
く
光
明
を
見
出
し
て
、
そ
の
本
尊
を
主
と
定
め
る
べ

き
で
あ
る
。
堂
の
比
喩
は
『
菜
根
譚
』
に
も
「
耳
目
見
聞
は
外
賊
た
り
、
情
欲
意
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識
は
内
賊
た
り
。
只た

だ
こ
れ
主
人
翁
、
惺せ

い

惺せ
い

不ふ

昧ま
い

に
し
て
、
中
堂
に
独
坐
せ
ば
、

賊
便す
な
わち
化
し
て
家
人
と
な
ら
ん
」（
岩
波
文
庫
）
と
い
う
形
で
見
え
る
。
心
学
の
藤

樹
の
書
簡
に
「
主
人
公
」
は
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
坪
内
逍
遥
も
『
小

説
神
髄
』「
主
人
公
の
設
置
」
の
項
で
「
主
人
公
」
を
「
本
尊
」
と
も
呼
ん
で
い

る
。
次
は
熊
沢
蕃
山
『
集
義
和
書
』
巻
四
の
主
人
公
で
あ
る
。

入
徳
は
、
善
を
行
お
こ
な
いて
積つ

み

て
徳
と
な
る
事
に
候
。
経け

い

伝で
ん

を
見
、
弓
馬
礼
楽
を
学

び
、
自
己
の
非
を
よ
く
知
り
、
過
あ
や
ま
ちを

聞き
く

こ
と
を
悦
び
、
五
倫
道
あ
る
等
の
事
、

み
な
善
を
行
お
こ
な
うに

て
候
。
不
義
を
に
く
み
、
悪
を
恥
る
も
の
ゝ
、
我
に
あ
る
を

天
真
と
申
候
。
こ
れ
を
主
人
公
と
し
て
な
す
事
は
、
皆
善
に
て
候
。
こ
れ
を

か
な
ら
ず
事
と
す
る
こ
と
あ
り
と
申
候
。（
日
本
思
想
大
系
『
熊
沢
蕃
山
』）

「
不
義
を
に
く
み
、
悪
を
恥
る
も
の
ゝ
、
我
に
あ
る
を
天
真
」
と
言
う
。
天
真
を

「
主
人
公
」
と
し
て
、
そ
れ
に
随
っ
て
善
を
積
め
ば
、
そ
の
う
ち
に
徳
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
蕃
山
は
言
う
。「
主
人
公
」
は
善
の
導
き
手
で
あ
る
。
そ
の

善
の
導
き
手
を
列
挙
し
た
の
が
大
江
文
坡
の
『
荘
子
絵
抄
』（
天
明
四
年
刊
）
元
巻

の
「
大
意
」
の
項
で
あ
る
。

主
人
公
と
は
、
人
々
の
真
心
を
い
ふ
な
り
。
此
真
心
を
、
又
は
真
君
と
も
、

真
一
と
も
、
大
道
と
も
称
じ
て
、
此
荘
子
の
篇
毎
に
説
る
な
り
。
此
真
一
を
、

本
体
と
し
て
、
儒
教
、
仏
道
を
借
ず
、
君
臣
、
父
子
、
夫
婦
の
道
、
直
に
立

て
、
神
代
よ
り
、
今
の
世
ま
で
も
、
泰
平
安
寧
に
、
治
ま
り
た
る
、
日
本
の

大
道
な
れ
ば
、
唯
真
一
の
神
道
な
り
と
て
、
略
し
て
唯
一
の
神
道
と
称
ず
。

神
道
と
は
、
神
国
の
大
道
と
い
ふ
の
略
な
り
。
必
ず
唯
授
一
人
の
、
両
部
習

合
に
非
ず
、
唯
一
向
の
神
道
と
い
ふ
、
唯
一
な
り
と
誤
る
べ
か
ら
ず
。
右
の

真
一
を
ば
仏
道
に
て
は
、
一
切
如
来
、
妙
円
覚
の
心
と
も
、
菩
提
心
と
も
、

仏
性
と
も
、
仏
心
と
も
、
称
じ
、
禅
家
に
て
は
、
本
来
の
面
目
と
も
、
無
位

の
真
人
と
も
、
主
人
公
と
も
、
号
け
、
其
余
の
諸
宗
に
て
、
種
々
に
名
号
を

呼
ど
も
、
皆
こ
の
、
真
一
の
事
な
り
。

文
坡
は
、
当
時
「
主
人
公
」
が
ど
う
い
う
観
念
と
類
例
で
あ
っ
た
か
を
辞
典
の
よ

う
に
列
挙
し
て
い
る
。
真
君
、
大
道
、
真
一
、
一
切
如
来
、
妙
円
覚
の
心
、
菩
提

心
、
仏
性
、
仏
心
、
本
来
の
面
目
、
無
位
の
真
人
な
ど
で
あ
る
。
以
下
の
例
は
日

常
の
場
で
の
「
主
人
公
」
の
理
解
と
考
え
て
い
い
。

本
心
は
そ
ん
な
物
じ
や
な
い
。
主
人
公
と
い
ふ
て
誠
の
御
主
人
が
あ
る
。
其

名
を
神
様
の
仏
様
の
明
徳
の
本
心
の
と
い
ろ
〳
〵
に
名
は
か
へ
て
あ
れ
ど
、

皆
一い
ち

物も
つ

じ
や
。（『
教
訓
百
物
語
』
上
巻
。
村
井
由
清
著
、
文
化
十
二
年
刊
。

『
続
百
物
語
怪
談
集
成
』
に
よ
る
。
た
だ
し
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
所
が
あ

る
）
銘
々
生
れ
た
時
は
主
人
公
も
正
し
い
、
そ
れ
か
ら
次
第
〳
〵
に
智
恵
付

い
て
、
見
る
に
と
ら
れ
聞
く
に
と
ら
れ
、
百
物
語
聞
き
こ
ん
で
、
と
う
〳
〵

主
人
を
取
り
放
し
て
仕
舞
い
ま
す
。（
同
前
、
下
巻
）

「
銘
々
生
れ
た
時
は
主
人
公
も
正
し
い
」
は
宋
学
の
「
本
然
の
性
」
に
あ
た
る
。

学
問
の
道
他
な
し
、
其
放
心
を
求
む
る
の
み
と
。
御
銘
々
御
生
れ
付つ
き

の
本
心

と
い
ふ
御
師
匠
様
、
此
御
師
匠
様
は
、
目
も
な
く
耳
も
な
く
鼻
も
な
く
口
も

な
け
れ
ど
、
万
事
に
少
も
滞
と
ゞ
こ
ふ
りの
な
い
、
明め

い

は
く
な
御
方
ゆ
へ
、
昔
か
ら
唐か

ら

で

も
天
竺
で
も
、
御お

名な

の
高
い
御
師
匠
様
じ
や
。
先
づ
神
道
で
は
、
神
明
じ
や

の
五
臓
の
神じ
ん

君く
ん

じ
や
の
と
い
ひ
、
儒
道
で
は
、
性
じ
や
の
、
中
じ
や
の
、
誠

じ
や
の
、
明
徳
じ
や
の
、
至
善
じ
や
の
、
仏
法
で
は
、
仏
心
じ
や
の
、
仏
性

じ
や
の
、
本
来
の
面
目
じ
や
の
、
主
人
公
じ
や
の
、
又
老
子
で
は
、
谷こ
く

神し
ん

じ

や
の
、
玄
じ
や
の
、
玄
の
又
玄
じ
や
の
と
い
ふ
。
其
御
師
匠
様
へ
、
ま
あ
一

通
り
御お

昵
ち
か
づ
き

に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
じ
や
。（
奥
田
頼
杖
〈
天
保
十
三
年
平
野

橘
翁
序
〉『
心
学
道
之
話
』
初
篇
「
前
席
」）。
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「
放
心
を
求
む
る
」
は
『
孟
子
』「
告
子
上
」
の
「
学
問
の
道
は
他
無
し
。
其
の
放

心
を
求
む
る
の
み
」。
放
ち
失
っ
て
し
ま
っ
た
本
心
を
取
り
戻
そ
う
と
求
め
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
主
人
公
」
に
類
似
の
概
念
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

二
　『
八
犬
伝
』
の
主
人
公

で
は
、
江
戸
時
代
の
文
芸
の
集
大
成
と
も
言
え
る
馬
琴
の
小
説
で
「
主
人
公
」

は
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
以
下

『
八
犬
伝
』）
に
か
か
わ
る
「
主
人
公
」
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

○�

甲
斐
の
指
月
院
に
寄
宿
し
て
い
る
犬
塚
信
乃
と
犬
山
道
節
を
臣
下
に
し
よ
う
と

い
う
も
く
ろ
み
で
指
月
院
を
訪
れ
た
武
田
信
昌
は
、
ま
ず
院
主
の
ヽち
ゆ

大だ
い

に
挨
拶

す
る
。

当
院
の
住
持
は
、
和
僧
な
る
か
。
法は
う

風ふ
う

四し

箇か

郡ぐ
ん

を
う
ち
靡な

び

け
て
、
勧

く
わ
ん
ち
や
う

懲
の
主

人
公
と
仰あ
ほ
がる

ゝ
よ
し
、
豫か

ね

て
聞
く
所
な
り
。（
第
七
十
二
回
）

第
七
十
三
回
で
、
信
昌
は
ヽ
大
に
つ
い
て
「
国こ
く

中ち
う

の
士
民
渇
仰
し
て
、
活い

き

菩ぼ

薩さ
つ

と

称
す
る
事
、
虚
名
に
は
あ
ら
ざ
り
き
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
国こ
く

中ち
う

の
士
民
渇

仰
し
て
、
活い
き

菩ぼ

薩さ
つ

と
称
す
る
事
」
は
第
七
十
回
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

院
主
の
ヽ
大
は
、
か
つ
て
里
見
義
実
の
家
来
金
碗
大
輔
孝た
か

徳の
り

で
あ
っ
た
。
敵
の

安
西
景
連
に
食
糧
の
調
達
に
行
っ
て
出
し
抜
か
れ
、
失
敗
を
取
り
返
そ
う
と
い
ろ

い
ろ
画
策
し
て
も
功
は
な
か
っ
た
。「
い
よ
〳
〵
帰き

参さ
ん

の
便た

よ
りは
な
し
。
さ
り
と
て
今

さ
ら
腹
も
切
ら
れ
ず
、
時
節
を
俟ま
ち

て
こ
の
條く

だ
りの
、
懈お

こ

怠た
り

を
勧わ

解び

奉
た
て
ま
つ
ら
ん
、
そ
れ

ま
で
の
隠か
く
れ宅が

に
と
て
、
旧ふ

る

里さ
と

な
れ
ば
上か

づ
さ総

な
る
、
天あ

ま

羽は

の
関せ

き

村む
ら

へ
赴

お
も
む
きて

、
外お

ほ
ぢ祖

一

作さ
く

が
親
族
な
る
、
百
姓
某な

に

甲が
し

が
家
に
身
を
寓よ

せ
、
一ひ

と

年ゝ
せ

あ
ま
り
を
る
程
に
、
伏ふ

せ

姫ひ
め

の
事
仄ほ

の
かに

聞
え
て
、」（
第
十
回
）
と
い
う
ふ
う
に
設
定
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ

の
設
定
は
あ
き
ら
か
に
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
勘
平
を
模
し
た
も
の
（
河
合
眞

澄
『
近
世
文
学
の
交
流
』
第
十
四
章
。
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
、
こ
の

あ
と
大
輔
が
犬
の
八
房
を
撃
ち
、
伏
姫
に
怪
我
を
負
わ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
勘
平
と

同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
害
し
た
勘
平
と
違
っ
て
、
大
輔
は
法
師
ヽ
大
と
な
っ

て
生
き
延
び
、
長
い
時
を
へ
て
「
勧
懲
の
主
人
公
と
仰あ
ほ
がる
ゝ
」
人
と
な
っ
て
世
に

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。「
勧
懲
の
主
人
公
」
と
は
、
出
来
事
に
勧
懲
の
意
味
を
付

与
し
て
実
現
す
る
主
宰
者
の
意
で
あ
ろ
う
。
実
際
ヽ
大
は
、
出
来
事
の
間
に
勧
懲

の
意
味
を
見
出
す
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。

「
勧
懲
の
主
人
公
」
と
似
た
「
造
化
の
主
人
公
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

犬
村
化く
わ

石せ
き

の
論
つ
ゞ
い
て
蝉せ

ん

脱だ
つ

の
論
、
義
成
の
言
の
如
く
、
是
ま
で
は
言こ

と

葉ば

す
く
な
ゝ
る
に
、
こ
ゝ
に
い
た
り
て
此
二
論
引
つ
ゞ
き
て
、
し
か
も
大
論
明

弁
あ
る
。
げ
に
礼
玉
の
礼れ
い
じ
や
う譲の
み
か
は
、
そ
の
学が

く

力り
き

ま
た
名
に
お
ふ
大
学
な

る
と
こ
ろ
也
。
此
人
、
前
に
は
少
し
く
さ
び
し
き
や
う
な
り
し
が
、
近
編
、

文
武
つ
ゞ
い
て
い
と
花
あ
り
。
こ
れ
筆ひ
つ

端た
ん

造ぞ
う

化く
わ

に
よ
る
な
れ
ど
、
そ
の
造
化

の
主し
ゆ

人じ
ん

公こ
う

の
自し

然ぜ
ん

配は
い

剤ざ
い

も
又
あ
る
べ
き
也
。
此
明
弁
の
役
づ
け
は
も
つ
と
も

本
意
の
事
と
い
ふ
べ
し
。
此
条
、
前
に
書
べ
き
を
筆
の
ま
ぎ
れ
に
も
ら
し
た

り
。（
百
八
十
勝
回
中
に
関
す
る
篠
斎
評
。『
馬
琴
評
答
集
（
三
）』）

こ
こ
で
も
「
造
化
の
主
人
公
」
は
、
造
化
を
差
配
す
る
主
宰
者
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
い
る
。「
筆ひ
つ

端た
ん

造ぞ
う

化く
わ

」
は
作
者
の
創
造
を
言
う
の
だ
ろ
う
。

○�

五
十
子
城
を
落
と
し
た
犬
塚
信
乃
は
、
倉
の
物
を
領
民
に
施
し
、
倉
の
壁
に
文

章
を
書
き
つ
け
る
。
次
は
そ
の
一
節
で
あ
る
（
原
漢
文
）。

蓋け
だ

し
以お

も
ひみ

れ
ば
、
民
は
国
の
基も

と

な
り
。
金き

ん

城ぜ
う

石せ
き

墎
く
わ
く

有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も

民
無
く
ば
、
其そ
れ

誰
と
共
に
守
ら
ん
。
即
ち
倉さ

う

廩り
ん

を
開
き
て
、
而し

か

し
て
窮
民
を

賑に
ぎ

は
し
、
数す

行こ
う

を
録
し
て
、
以
て
姓
名
を
留と

ゞ

む
。
一
日
の
主
人
公
も
、
亦
是こ

れ
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民
の
父
母
な
り
。
累る

い

世せ
い

の
国
司
、
盍な

ん

ぞ
汝
の
民
を
憐
ま
ざ
る
。（
第
九
十
四
回
）

こ
の
「
一
日
の
主
人
公
」
は
、
つ
か
の
間
の
領
主
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
主

人
公
」
は
や
は
り
主
宰
者
、
統
括
者
、
主
人
と
い
っ
た
語
義
で
使
わ
れ
て
い
る
。

○ �「
第
九
輯
中
帙
附
言
」（
第
百
四
回
の
前
）
に
、
八
犬
士
、
八
犬
女
、
里
見
父

子
、
ヽ
大
、
こ
れ
ら
十
九
人
を
「
一
部
の
主
人
公
」（「
一
部
」
は
、
こ
の
作
品

の
、
の
意
）
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
現
在
で
言
う
「
主
人
公
」
で
は
な
い
。

「
八
犬
女
」
は
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
ほ
ど
遠
い
。
主
客
の
「
主
」
で
あ
る
。

○�

犬
江
親
兵
衛
は
河
鯉
孝
嗣
と
と
も
に
両
国
か
ら
上
総
へ
渡
ろ
う
と
し
た
が
、
風

が
よ
く
な
い
の
で
、
三み
つ

観み
の

鼻は
な

と
い
う
所
で
、
膏
薬
売
り
を
見
る
。
越
後
で
妻
と
、

そ
の
密
通
の
相
手
の
男
を
と
も
に
斬
り
、
さ
ら
に
牢
屋
を
抜
け
て
き
た
石
亀
屋

次
団
太
と
弟
子
の
鯽ふ
な

三ざ
う

で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
土
地
の
顔
役
に
ね
じ
こ
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
を
犬
江
が
救
う
。
四
人
は
船
宿
で
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
語
り
あ

う
。
犬
江
が
言
う
。
先
に
は
犬
阪
毛
野
胤
智
が
、
親
の
仇
敵
を
尋
ね
る
た
め
に
、

歯
磨
き
薬
を
売
る
居
合
師
の
扮
装
で
湯
嶋
の
社
頭
に
い
た
。
そ
の
時
鯽ふ
な

三ざ
う

が
出

会
っ
て
牢
舎
の
石
亀
屋
次
団
太
の
助
命
の
願
い
を
果
た
す
べ
く
、
犬
阪
毛
野
に

助
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
、
次
団
太
と
鯽
三
が
、
な
く
な
っ
た
路
銀
を
得
る
た

め
と
、
ま
た
一
方
で
は
、
犬
阪
・
犬
田
・
犬
川
ら
に
め
ぐ
り
会
う
機
会
に
も
な

る
か
と
、
薬
を
売
り
な
が
ら
相
撲
の
所し
よ

作さ

を
し
て
こ
の
両
国
河
原
の
三
観
鼻
に

い
て
、
私
に
救
わ
れ
た
。

那か
れ

と
這こ

れ

と
は
そ
の
こ
と
相あ

ひ

似に

て
、
其そ

の

趣
お
も
む
き

は
極
め
て
異こ

と

な
り
。
正ま

さ

に
造
化
の

照
対
か
、
こ
を
重ち
や
う
ふ
く復と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
陽
は
必

か
な
ら
ず

単ひ
と
り

立た
ゝ

ず
。
陰
は

必
か
な
ら
ず

独ひ
と
り

邁ゆ

か
ず
。
是こ

ゝ

を
も
て
物
に
配
偶
あ
り
、
事こ

と

に
対
応
あ
り
。
熟い

づ
れか

主し
ゆ

客か
く

な
か

る
べ
き
。
曩さ
き

に
は
毛
野
が
主
人
公
に
て
、
鯽
三
と
叟お

ぢ

は
客か

く

な
り
。
今
は
叟お

ぢ

が

主
人
公
に
て
、
那か
の

時と
き

我
は
客か

く

な
り
し
に
、
一
ト
た
び
名な

告の

り
逢あ

ひ
し
よ
り
、

洒わ
な
み家
は
転
じ
て
主
に
做な

り
ぬ
。
叟お

ぢ

（
次
団
太
）
も
亦
地ち

を
易か

え

て
、
客か

く

に
な
ら

ざ
る
事
を
得
ず
。
造
化
の
波
瀾
か
く
の
ご
と
く
、
神
出
鬼
没
涯か
ぎ

り
も
な
き
を
、

人
見
て
心こ
ゝ
ろ
づ
き属な

き
の
み
。
好よ

く
這こ

の

滋ぢ

味み

を
知
る
者
あ
ら
ば
、
共
に
両
度
の
奇

偶
を
い
ふ
べ
し
。
然さ

は
思
は
ず
や
。（
第
百
十
九
回
）

こ
こ
に
は
馬
琴
の
小
説
作
法
の
い
く
つ
か
が
同
時
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、「
那か
れ

と
這こ

れ

と
は
そ
の
こ
と
相あ

ひ

似に

て
、
其そ

の

趣
お
も
む
き

は
極
め
て
異こ

と

な
り
」
に
つ
い
て
は

以
前
書
い
た
こ
と
が
あ
る （
１
）。
さ
ら
に
、
こ
こ
に
は
「
主
」（
主
人
公
）
と
「
客
」

の
対
比
が
犬
江
親
兵
衛
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
中

心
的
、
積
極
的
な
役
割
が
「
主
」、「
主
」
の
は
た
ら
き
を
受
け
る
側
が
「
客
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
。
毛
野
が
、
次
団
太
救
出
を
願
う
鯽ふ
な

三ざ
う

を
救
っ
た
時
は
毛
野
が

主
人
公
で
、
鯽
三
と
次
団
太
は
客
。
今
回
の
両
国
河
原
の
三
観
鼻
で
の
出
来
事
で

は
、
薬
売
り
の
次
団
太
が
主
人
公
で
、
通
り
か
か
っ
た
私
（
親
兵
衛
）
は
「
客
」。

し
か
し
、
そ
の
後
名
乗
り
合
っ
た
あ
と
は
、
私
が
「
主
」
で
次
団
太
は
客
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
親
兵
衛
は
こ
う
説
明
す
る
。
あ
え
て
こ
と
ご
と
し
く
、「
地
を
易か

え
る
」
こ
と
を
取
り
上
げ
る
の
は
、『
孟
子
』「
離
婁
下
」
を
意
識
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
禹う

と
稷し

よ
くは
太
平
の
世
に
民
を
安
ん
ず
る
仕
事
に
忙
し
く
、
三
度
自
分
の

家
の
前
を
通
っ
て
も
家
へ
入
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
顔
回
は
乱
世
に
お
い
て
身
を

退
き
、
裏
町
に
住
ん
で
貧
し
い
生
活
の
中
で
も
道
を
楽
し
ん
で
い
た
。
孔
子
は
三

人
と
も
賢
だ
と
言
っ
た
。
孟
子
は
言
う
。
三
人
の
や
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、

道
を
行
っ
た
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
太
平
と
乱
世
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
が
変

わ
れ
ば
、
禹
と
稷
は
顔
回
の
よ
う
に
生
き
、
顔
回
は
禹
、
稷
の
よ
う
に
は
た
ら
い

た
で
あ
ろ
う
。

禹
、
稷
、
顔
子
は
、
地
を
易
え
れ
ば
則
ち
皆
然
り
。（『
孟
子
』「
離
婁
下
」）

馬
琴
は
小
説
技
法
上
、
複
雑
な
状
況
を
作
り
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の
「
易
レ
地
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則
皆
然
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
だ
か
ら
、
あ
え
て
状
況
が
異
な
れ
ば
立
場
も
行

動
も
異
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
小
説
の
中
に
創
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

も
の
に
は
照
対
、
対
応
、
配
偶
、
主
客
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
に
、
人
は
気
が

つ
か
な
い
だ
け
な
の
だ
。
こ
の
親
兵
衛
の
解
釈
は
も
ち
ろ
ん
馬
琴
の
も
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
馬
琴
の
「
主
人
公
」
は
「
客
」
と
対
比
さ
れ
る
「
主
」
の
意
識
で

使
わ
れ
て
い
る
。
次
の
二
例
も
「
主
客
」
が
「
地
を
替
え
る
」
も
の
で
あ
る
。

京
都
で
細
河
政
元
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
犬
江
親
兵
衛
は
、
京
都
を
荒
ら
し
ま

わ
っ
て
い
た
虎
を
退
治
し
、
た
だ
一
人
安
房
へ
向
か
う
。
そ
の
途
次
、
親
兵
衛
を

捕
縛
し
よ
う
と
す
る
辛
崎
、
阪
本
両
関
の
勢
に
襲
わ
れ
る
。
そ
の
時
、
阪
本
の
関

の
方
か
ら
火
が
出
て
、
寄
せ
手
は
総
崩
れ
と
な
る
。
こ
の
状
況
は
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
る
。

主し
ゆ

客か
く

の
勢
ひ
地ち

を
易か

え

た
る
、
智ち

愚ぐ

と
勇ゆ

う

怯き
よ

の
差け

ぢ
め別
あ
る
を
、
看み

る

官ひ
と

越こ
ゝ

に
思
ふ

べ
し
。（
第
百
四
十
八
回
）

も
う
一
つ
は
里
見
の
対
管
領
戦
の
一
コ
マ
で
、
管
領
方
の
上
杉
朝
良
、
大
石
憲

重
が
、
犬
川
荘
介
と
戦
う
場
面
で
あ
る
。

尓さ
る

程ほ
ど

に
朝と

も

良よ
し

・
憲の

り

重し
げ

は
、
謀は

か

り
し
伏ふ

せ

兵ぜ
い

合が
つ

期こ

せ
ざ
れ
ば
、
始
は
佯い

つ
はり
の
敗
北

も
竟つ
ひ

に
実ま

こ
との
敗
れ
に
な
り
て
、
既
に
危あ

や
ふか
り
け
る
を
、
憲の

り

重し
げ

才わ
づ
か

に
装も

り

直な
ほ

し

て
、
敵
を
手
づ
か
ら
突
伏
せ
〳
〵
、
這こ

里こ

を
先せ

ん

途ど

と
戦
ふ
程
に
、
朝と

も

良よ
し

も
倶と

も

に
手
を
尽
し
て
、
馬
を
東
西
に
馳は

せ

融と
ほ

し
、
又
南
北
に
走
ら
せ
て
、
近
づ
く
敵

を
射い

て
仆た

ふ

せ
ば
、
近き

ん

習じ
ゆ

の
弱じ

や
く
は
い輩、
有
名
の
者
、
倶と

も

に
敵
の
箭や

面お
も
てに
、
立た

ち

塞ふ
さ
が

り

つ
ゝ
主し
ゆ
うを
佐た

す

け
て
、
命
を
涯か

ぎ
りに
戦
へ
ど
も
、
敵
は
名な

高だ
た

る
犬け

ん

士し

の
一い

ち

人に
ん

、
文ぶ

ん

武ぶ

兼け
ん

備び

の
防ば

う

禦ぎ
よ

使し

に
、
誰
か
よ
く
雄ゆ

う

飛ひ

せ
ん
。
主し

ゆ

客か
く

の
勢
ひ
地
を
易か

え

て
、
寄よ

せ

隊て

は
防
ぎ
難か

ね

た
る
折
か
ら
、（
第
百
六
十
四
回
）

わ
ざ
と
敗
走
し
て
伏
勢
に
里
見
勢
を
攻
撃
さ
せ
よ
う
と
し
た
計
略
が
失
敗
し
た
朝

良
、
憲
重
勢
は
、
白
兵
戦
を
挑
む
。
は
じ
め
は
優
勢
だ
っ
た
が
、
犬
川
荘
介
の
勢

い
に
対
抗
で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
が
「
主し
ゆ

客か
く

の
勢
ひ
地
を
易か

え

て
」
な
の
で
あ
る
。

「
主
客
」
は
稗
史
七
法
則
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。「
第
九
輯
中
帙
附
言
」
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

主し
ゆ

客か
く

は
、
此
間
の
能の

う

楽が
く

に
い
ふ
シ
テ
・
ワ
キ
の
如
し
。
そ
の
書
に
一
部
の
主し

ゆ

客か
く

あ
り
、
又
一
回
毎
に
主し

ゆ

客か
く

あ
り
て
、
主
も
亦
客
な
る
こ
と
あ
り
、
客
も
亦

主
に
な
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。
譬た
と
へば

象せ
う

棋ぎ

の
起こ

馬ま

の
如
し
。
敵
の
馬こ

ま

を
略と

る

と
き
は
、
そ
の
馬
を
も
て
彼
を
攻
、
我
馬
を
喪う
し
なへ

ば
、
我
馬
を
も
て
苦
め
ら

る
。
変へ
ん

化く
わ

安い
づ
く

に
ぞ
疆か

ぎ

り
あ
ら
ん
。
是
主し

ゆ

客か
く

の
崖が

い
り
や
く略な

り
。

次
は
馬
琴
『
三
遂
平
妖
伝
国
字
評
』「
三
遂
平
妖
伝
読
法
」
の
例
で
あ
る
。

平
妖
伝
は
、
何
を
も
て
勧
懲
の
深
意
と
す
る
や
。
何
を
も
て
作
者
の
隠
微
と

い
ふ
や
、
と
問
ふ
人
あ
ら
ば
、
余
答
て
い
は
ん
。
宋
史
に
拠
る
と
き
は
、
王

則
を
も
て
当
場
の
立
物
と
な
す
べ
し
、
し
か
る
に
平
妖
伝
の
王
則
は
、
第
十

三
回
に
至
て
、
初
て
出
現
し
た
れ
ど
も
、
さ
せ
る
役
な
し
。
作
者
の
意
、
王

則
を
も
て
、
一
部
の
主
人
公
と
せ
ざ
る
こ
と
明
ら
け
し
。
且
宋
史
に
も
、
貝

州
の
俗
、
妖
幻
の
事
を
尚
タ
ツ
ト
ビて
、
相
與ト

モ

に
五
龍
滴
涙
等
の
経
を
作
り
て
、
諸
国

に
及
せ
し
よ
し
を
い
へ
れ
ば
、
こ
の
王
則
を
資
る
、
二
三
の
妖
人
を
主
と
し

て
、
王
則
を
客
に
し
た
り
。
是
則
伝
奇
稗
説
は
、
そ
の
義
を
転
倒
す
と
い
へ

る
ご
と
く
、
主
客
の
地
を
易
た
る
も
、
作
者
の
隠
微
に
て
、
勧
懲
の
意
も

こ
ゝ
に
あ
り
。�

（『
馬
琴
評
答
集
（
五
）』）

こ
こ
で
馬
琴
は
、『
宋
史
』
に
よ
っ
て
書
く
な
ら
ば
、
当
然
「
当
場
の
立
物
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
王
則
が
、『
平
妖
伝
』
で
は
何
故
に
「
一
部
の
主
人
公
」
で
は
な

く
な
っ
た
の
か
、
と
問
う
て
い
る
。
そ
し
て
、
王
則
を
助
け
る
役
の
妖
人
と
王
則

が
、
主
客
所
を
変
え
た
か
ら
だ
と
し
、
そ
こ
に
作
者
の
「
勧
懲
の
深
意
」
が
あ
る
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の
だ
と
言
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。『
三
遂
平
妖
伝
国
字
評
』
は
こ
の
後

に
、
王
則
は
妖
人
た
ち
に
惑
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
人
は
妖
に
惑
わ
さ
れ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
誡
め
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
馬
琴

の
『
平
妖
伝
』
の
読
み
方
で
あ
り
、
馬
琴
の
勧
懲
の
見
方
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
こ
で
使
わ
れ
た
「
当
場
の
立
物
」
が
、
現
在
の
「
主
人
公
」
の
語
義
に
近
い
も

の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
馬
琴
の
「
主
人
公
」
は
、「
勧
懲
の
主
人
公
」「
造
化

の
主
人
公
」
が
示
す
よ
う
に
、
個
を
超
え
た
主
宰
者
の
意
味
と
、「
主
客
」
の
「
主
」

の
意
味
と
を
含
ん
で
い
る

ヽ
大
法
師
は
『
八
犬
伝
』
の
末
尾
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
『
八
犬
伝
』
世
界

を
差
配
し
、
あ
る
い
は
終
局
に
導
こ
う
と
す
る
。
ほ
と
ん
ど
『
八
犬
伝
』
と
一
体

化
し
て
い
る
。
そ
の
ヽ
大
は
、
前
述
の
よ
う
に
、「
勧
懲
の
主
人
公
」
と
し
て
敬
意

を
は
ら
わ
れ
て
い
た
。
こ
と
の
順
序
と
し
て
、
次
は
勧
善
懲
悪
に
つ
い
て
見
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　『
八
犬
伝
』
の
勧
善
懲
悪

渋
井
太
室
『
読
書
会
意
』
巻
下
に
、「
毀
レ
善
勧
レ
悪
、
無
レ
所
レ
不
レ
至
、
天
下
是

以
多
二
敗
子
一
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
（
続
日
本
儒
林
叢
書
第
一
冊
所
収
）。
勧
善

懲
悪
の
陰
に
「
毀
レ
善
勧
レ
悪
」
事
例
が
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
そ
の
事
例
の
あ
げ

く
の
果
て
は
「
天
下
是
以
多
二
敗
子
一
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、
結
局
は

「
勧
善
懲
悪
」
の
勝
利
で
あ
る
。
そ
れ
が
江
戸
思
想
の
原
理
で
あ
り
、
江
戸
小
説
の

依
拠
す
る
作
法
で
あ
る
。
い
ま
さ
ら
め
く
が （
２
）、『
八
犬
伝
』
の
勧
懲
の
例
を
い

く
ら
か
確
認
し
て
お
こ
う
。

稗
史
ハ
事
ニ
益
無
シ
ト
雖
モ
、
而
レ
ド
モ
寓
ス
ル
ニ
勧
懲
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
キ

ハ
、
之
ヲ
婦
幼
ニ
読
マ
シ
メ
テ
、
害
無
ル
ベ
シ
。
且
ツ
ヤ
、
之
ヲ
鬻
ク
者
ト
、

書
画
剞
劂
刷
印
製
本
ノ
諸
工
ト
、
咸ミ
ナ

以
テ
此
ニ
衣
食
ス
。
抑
モ
亦
泰
平
ノ
余

沢
ナ
ラ
ズ
ヤ
。（
第
七
輯
の
序
。
第
六
十
二
回
の
前
。
原
漢
文
）

（
自
分
の
小
説
な
ど
は
）
只た
ゞ

勧く
わ
ん
ち
や
う懲

を
旨む

ね

と
し
て
、
書ふ

み

読よ

む
事
を
好こ

の
まざ

り
け

る
、
世よ

の
婦

を
ん
な
わ
ら
べ
幼
に
も
、
よ
く
読よ

ま

す
る
は
、
余お

の
れが
如
き
、
ゑ
せ
ふ
み
に
も
や
あ

る
べ
か
ら
ん
。
稗は
い
く
わ
ん官野や

乗じ
よ
うは

、
鄙

い
や
し
き

  

事わ
ざ

な
り
。
是こ

れ

を
好よ

し

と
は
思
は
ね
ど
も
、
本ほ

ん

伝で
ん

結け
つ
き
よ
く局

遠と
ほ

か
ら
ね
ば
、
い
は
で
已や

ま

ん
は
さ
す
が
に
て
、
こ
ゝ
に
も
筆
を
費つ

ひ
やし

て
、
百も
ゝ

年と
せ

以の

後ち

の
知ち

音い
ん

を
俟ま

つ

べ
く
、
今
よ
り
後の

ち

の
嘲ち

や
う
ぎ
や
く噱

議ぎ

論ろ
ん

を
、
解と

か

ば
や

と
お
も
ふ
ば
か
り
に
、（
第
九
輯
巻
之
十
九
「
簡
端
贅
言
」、
第
百
二
十
六
回

の
前
）

こ
こ
で
馬
琴
は
は
っ
き
り
と
、
勧
懲
を
小
説
の
思
想
の
中
核
に
お
く
の
は
、
む
ず

か
し
い
書
物
の
世
界
に
は
縁
遠
い
世
の
婦
幼
の
た
め
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
馬
琴
の
謙
遜
の
辞
や
遁
辞
と
取
る
必
要
は
な
い
。
歴
史
が
馬
琴
を
し
て
そ
う

言
わ
し
め
た
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
む
ず
か
し
い
思
想
の
本
よ
り
、
自
分
の
小

説
の
方
が
、
む
ず
か
し
い
思
想
の
本
が
語
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
よ
り
よ
く
語

れ
る
の
だ
。
馬
琴
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
馬
琴
の
自
負
が
あ
る
の
だ
が
、

馬
琴
を
し
て
そ
う
思
わ
せ
た
の
は
、
思
想
へ
の
近
世
後
期
の
人
々
の
反
応
で
あ
っ

た
。
誰
も
儒
学
や
仏
教
の
詳
し
い
注
釈
や
論
述
を
読
ま
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
馬
琴
の
勧
懲
主
義
は
文
学
史
に
お
け
る
蝶
番
の
役
を
果
た
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
勧
懲
に
よ
っ
て
小
説
を
自
立
さ
せ
、
そ
の
形
式
を
後
代
へ
渡
し
た
の
で
あ
る
。

馬
琴
が
、
泰
平
の
世
の
余
沢
と
し
て
、
人
々
の
安
定
し
た
生
活
が
あ
る
こ
と
を
付

け
加
え
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
こ
う
。

第
九
輯
巻
二
十
九
の
「
簡
端
或
説
贅
弁
」（
第
百
四
十
六
回
の
前
）
で
は
、
怪
異
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の
趣
向
も
勧
懲
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

（『
八
犬
伝
』
も
）
始は
じ
めに

役
行
者
の
利
益
あ
り
、
又
伏
姫
腹
を
劈

つ
ん
ざ
きて

、
竟つ

ひ

に
八

犬
士
出
世
の
張
本
に
な
れ
る
奇
談
あ
り
。
是
よ
り
し
て
後
、
多
く
怪
談
に
渉

る
者
、
事
皆
勧
懲
の
意
こ
ゝ
ろ
ば
へも
て
せ
ざ
る
は
な
し
。（
略
）
抑
怪
談
に
、
雅
俗
の

差け
ぢ
め別
あ
り
、
不お

よ
ば
ず及
な
が
ら
予わ

が
綴
る
恠
談
は
、
事
勧
懲
に
あ
ら
ざ
る
者
な
し
。

（
略
。
水
滸
伝
も
）
七
十
回
に
て
局
を
結
ば
ゞ
、
彼
一
百
八
人
は
、
梁
山
泊

嘯し
よ
う
し
ふ

聚
の
強ぬ

す

人び
と

の
み
、
何
を
も
て
よ
く
勧
懲
に
せ
ん
や
。

次
の
例
は
、『
源
氏
物
語
』、『
水
滸
伝
』、『
近
世
説
美
少
年
録
』
な
ど
に
も
言
及

し
、
多
岐
に
わ
た
る
。

源
語
は
事
皆
淫い
ん

娃あ

に
過す

ぎ

て
、
反か

へ
つて

勧
懲
に
詳

つ
ま
び
ら
かな

ら
ず
。
水
滸
は
勧
懲
隠
微
に

し
て
、
よ
く
是
を
悟
る
者
な
し
。
う
ち
見
は
強ご
う

人じ
ん

の
義
侠
に
過
ぎ
ず
、
是
も

亦
惜を
し

む
べ
し
。（
略
）

大お
ほ

凡よ
そ

稗は
い

史し

物も
の

の
本
に
、
古こ

人じ
ん

の
姓
名
を
借
用
す
る
は
、
上か

み

に
も
い
ひ
し
こ
と

な
が
ら
、
昔
の
孝こ
う

子し

順じ
ゆ
ん
そ
ん孫、

忠ち
う

臣し
ん

貞て
い

女ぢ
よ

を
誣し

ひ

て
、
悪
人
に
作
り
易か

ふ

べ
か
ら
ず
。

其
善
悪
を
転て
ん

倒た
う

せ
ば
、
縦た

と
ひ

新し
ん

奇き

と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
勧く

わ
ん
ち
や
う懲
に
甚

は
な
は
だ害
あ

り
。
譬た
と
へば
本ほ

ん

伝で
ん

な
る
、
金か

な

碗ま
り

八は
ち

郎ら
う

孝た
か

吉よ
し

は
、
故こ

君く
ん

の
為
に
怨う

ら
みを
復か

へ

し
て
、
且か

つ

二じ

君く
ん

に
仕
へ
ず
自
殺
し
け
る
、
義ぎ

烈れ
つ

の
士

さ
む
ら
ひな
り
。
又
山や

ま
は
や
し林
房ふ

さ

八は
ち

は
、
身
を
殺

し
て
仁
を
為な

し
し
、
義ぎ

侠け
う

の
良り

や
う
み
ん民な

り
、
倶と

も

に
未み

生し
や
うの

人
な
れ
ど
も
、
是
等

を
弑し
い
ぎ
や
く虐

窃せ
つ

盗た
う

の
、
大
悪
人
に
作
り
易か

へ

ら
れ
ん
は
、
予わ

が
甘あ

ま
んぜ

ざ
る
所
な
り
。

稗は
い

史し

伝で
ん

奇き

の
果は

敢か

な
き
も
、
見
る
べ
き
所
は
、
勧

く
わ
ん
ち
や
う
懲
に
在
り
。
勧

く
わ
ん
ち
や
う
懲
正
し
か

ら
ざ
れ
ば
、
誨く
わ
い

淫い
ん

導ど
う

慾よ
く

の
外ほ

か

あ
ら
ず
。
或あ

る
ひは
善
人
不
幸
に
し
て
、
悪
人
の
滲し

ん

毒ど
く

に
、
死し

に

辱は
ぢ

を
曝さ

ら

す
事
な
ど
も
、
作
者
宜よ

ろ
しく

憚は
ゞ
かる

べ
し
。
こ
も
勧

く
わ
ん
ち
や
う

懲
に
係か

ゝ

れ

ば
な
り
。（
略
）

譬た
と
へば

、
水す

い

滸こ

伝で
ん

に
、
武ぶ

太た
い

郎ら
う

の
妻
潘は

ん

金き
ん

蓮れ
ん

が
、
西せ

い

門も
ん

啓け
い

と
奸か

ん

通つ
う

の
醜し

ふ

態た
い

を
写う

つ

し
、
又
揚や

う

雄ゆ
う

の
妻
潘は

ん

巧こ
う

雲う
ん

が
、
裴は

い

如じ
よ

海か
い

と
奸か

ん

通つ
う

の
事
あ
る
が
如
し
。
這こ

の

潘は
ん

金き
ん

蓮れ
ん

・
潘は

ん

巧こ
う

雲う
ん

・
西せ

い

門も
ん

啓け
い

・
裴は

い

如ぢ
よ

海か
い

等ら

は
、
毒ど

く

悪あ
く

慘し
ん

刻こ
く

、
罪つ

み

死し

を
容い

れ

ざ
る
、
獍き

よ
う

鴞〳
〵

虎こ

狼ら
う

の
大
悪
人
な
り
。
這こ

の

姦か
ん

夫ぷ

淫い
ん

婦ふ

等ら

が
、
不ふ

義ぎ

の
淫い

ん

慾よ
く

に
耽ふ

け

り
ぬ
る
を
、

看み
る

官ひ
と

羨
う
ら
や
ま

し
く
思
ん
や
。
便

す
な
は
ち

是こ
れ

勧く
わ
ん
ち
や
う懲
に
係か

ゝ

る
所
、
後の

ち

の
姦か

ん

淫い
ん

を
戒

い
ま
し
むる
、
作

者
の
隠い
ん

微び

を
猜す

い

す
べ
し
。（
略
）

那か
の

朱あ
け

之の

助す
け

は
、
後の

ち

に
陶す

ゑ

晴は
る

賢か
た

と
成な

り

登の
ぼ

る
べ
き
、
弑し

い
ぎ
や
く逆の

大
悪
人
な
り
。
他か

れ

が

少
年
な
り
し
時
、
淫い
ん

奔ほ
ん

な
る
を
羨

う
ら
や
みて

、
誰
か
晴は

る

賢か
た

た
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
べ
き
、

是
も
亦
勧
く
わ
ん
ち
や
う

懲
に
、
係か

ゝ

る
よ
し
あ
る
を
思
ふ
べ
し
。（
第
九
輯
巻
之
三
十
三
「
簡

端
附
録
作
者
総
自
評
」
第
百
五
十
四
回
の
前
）

「
未
生
」
は
虚
構
の
意
。
馬
琴
は
、
小
説
だ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
許
さ
れ
る
と
い

う
考
え
を
排
す
。
な
ぜ
な
ら
、
小
説
は
思
想
の
代
替
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
思

想
は
、
馬
琴
に
と
っ
て
人
の
道
だ
か
ら
で
あ
る
。
勧
懲
を
強
調
し
、
小
説
の
軸
に

据
え
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
っ
た
。
馬
琴
は
「
這こ
の

姦か
ん

夫ぷ

淫い
ん

婦ふ

等ら

が
、
不ふ

義ぎ

の
淫い

ん

慾よ
く

に
耽ふ

け

り
ぬ
る
を
、
看み

る

官ひ
と

羨
う
ら
や
ま

し
く
思
ん
や
」
や
、
ま
た
『
近
世
説
美
少
年
録
』
の

朱
之
助
に
つ
い
て
「
他か
れ

が
少
年
な
り
し
時
、
淫い

ん

奔ほ
ん

な
る
を
羨

う
ら
や
みて
、
誰
か
晴は

る

賢か
た

た
ら

ん
こ
と
を
願
ふ
べ
き
」
と
ま
で
言
う
。
な
ぜ
な
ら
彼
ら
姦
夫
淫
婦
や
淫
奔
な
少
年

は
必
ず
そ
れ
な
り
の
報
い
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。「
便
す
な
は
ち

  

是こ
れ

勧く
わ
ん
ち
や
う懲
に
係か

ゝ

る
所
、

後の
ち

の
姦か

ん

淫い
ん

を
戒

い
ま
し
むる

、
作
者
の
隠い

ん

微び

を
猜す

い

す
べ
し
」「
是
も
亦
勧く

わ
ん
ち
や
う

懲
に
、
係か

ゝ

る
よ
し

あ
る
を
思
ふ
べ
し
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

次
は
竹た
か
ば
や
し林
巽た

つ
み

批
判
で
あ
る
。
竹
林
巽
は
密
通
の
女
と
豊
後
か
ら
丹
波
へ
来

て
、
そ
こ
で
人
を
殺
し
、
浪
速
を
経
て
京
へ
出
て
、
細
河
政
元
に
強
い
ら
れ
て

「
無ひ
と
み
な
し瞳の

虎
」
に
瞳
を
入
れ
、
絵
か
ら
現
れ
出
た
そ
の
虎
に
殺
さ
れ
る
の
だ
が
、
以

下
の
引
用
は
、
丹
波
で
薬
師
の
行ち

童ご

が
彼
に
言
う
言
葉
で
あ
る
。

始は
じ
めに

弥い
や

増ま
す

罪ざ
い

悪あ
く

は
、
則

す
な
は
ち

  

是こ
れ

業ご
う

な
り
果く

わ

な
り
。
恁か

ゝ

る
烏を

滸こ

の
尷く

尬せ

児も
の

に
、
神し

ん

筆ぴ
つ
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名め
い

画ぐ
わ

を
取と

ら

せ
し
を
、
疑
ひ
思
ふ
凡ぼ

ん

夫ぷ

も
あ
ら
ん
か
。
是
そ
の
貨た

か
らを
抱い

だ

く
が
與た

め

に
、
他た

郷け
う

に
血
を
見
る
禍

わ
ざ
は
ひは
、
賢け

ん

者し
や

を
禁き

ん

錮こ

の
路み

ち

啓ひ
ら

け
ぬ
る
、
福

さ
い
は
ひに
な
る
由よ

し

あ
り
て
、
巨こ

鱗り
ん

東
洋
に
還か

へ

る
の
み
な
ら
ず
、
貴き

人に
ん

蔽へ
い

衰す
い

の
世
を
憐あ

は
れま

で
、
得

が
た
き
貨た
か
らを

愛め
づ

る
が
與た

め

に
、
年と

し

来ご
ろ

民た
み

の
膏あ

ぶ
ら腴

を
絞し

ぼ

れ
る
、
奢お

ご
り侈

を
し
も
箴

い
ま
し
むる

、

一は
し

端だ
て

に
做な

る
義よ

し

さ
へ
あ
ら
ば
、
神じ

ん

祇ぎ

の
勧

く
わ
ん
ち
や
う

懲
、
仏ぶ

つ

陀だ

の
慈ぢ

悲ひ

な
る
、
天て

ん

機き

を

分ぶ
ん
き
や
う
教
し
ぬ
る
と
も
、
若な

ん
ぢ們ら

は
是こ

れ

土ど

中ち
う

の
骸が

い

骨こ
つ

、
閻ゑ

ん

王わ
う

庁ち
や
う

下か

の
餓が

鬼き

な
れ
ば
、

今
さ
ら
に
亦ま
た

何
を
か
知
る
べ
き
。（
第
百
四
十
二
回
）

「
貴き

人に
ん

蔽へ
い

衰す
い

の
世
」
か
ら
「
奢お

ご
り侈

」
ま
で
は
お
も
に
足
利
義
政
の
苛
政
の
こ
と
。
行

童
は
、
丹
波
薬
師
院
村
で
悪
事
を
は
た
ら
い
て
出
奔
し
た
竹
林
巽
を
更
生
さ
せ
よ

う
と
す
る
が
、
巽
は
応
え
な
い
で
、
怠
惰
に
な
り
、
さ
ら
な
る
悪
事
に
陥
る
。「
賢け
ん

者し
や

を
禁き

ん

錮こ

の
路み

ち

啓ひ
ら

け
ぬ
る
」
と
は
、
犬
江
親
兵
衛
が
細
河
政
元
に
軟
禁
状
態
に
さ

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
薬
師
の
行
童
が
竹
林
に
与
え
た
虎
の
絵
が
、
そ
の
状
態
を
脱

す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
を
言
う
。「
神じ
ん

祇ぎ

の
勧

く
わ
ん
ち
や
う

懲
、
仏ぶ

つ

陀だ

の
慈ぢ

悲ひ

」
を
「
天

機
」
と
言
い
か
え
て
い
る
と
理
解
し
よ
う
。「
天て
ん

機き

を
分ぶ

ん
き
や
う教し

ぬ
る
と
も
」
は
、
そ

の
天
機
の
意
味
を
説
明
し
た
と
し
て
も
、
の
意
で
あ
る
。（
第
百
三
十
五
回
に
「
分こ
と

教わ
け

あ
り
」
と
い
う
使
い
方
が
見
え
る
）。「
若な

ん
ぢ們ら

」
は
竹
林
巽
ら
の
こ
と
。
次
は
こ

の
竹
林
巽
の
行
為
が
京
に
禍
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
引
い
て
、
そ
の
出
来
事
に
勧

懲
の
深
意
を
見
る
。

か
く
の
如
き
白し
れ

物び
と

の
、
悪あ

く
み
や
う名を

貽の
こ

す
が
如
き
は
、
瞳ひ

と
み子

な
か
り
し
這こ

の

虎と
ら

の
、

眼ま
な
こに

点て
ん

し
て
遂つ

ひ

に
那か

の

禍ま
が

事ご
と

を
惹ひ

き

出い
だ

せ
し
と
、
亦ま

た

年
を
同
く
し
て
論
ず
べ
し
。

嗚あ

呼ゝ
造ぞ

う

化く
わ

の
小し

よ
う児に

の
手し

ゆ

段だ
ん

玄げ
ん
み
や
う妙
、
禎よ

き

祥さ
が

も
徒

い
た
づ
らに
興お

こ

ら
ず
、
妖

あ
や
し
き

孽さ
が

も
徒

い
た
づ
らに
起

ら
ず
、
事こ
と

勧く
わ
ん
ち
や
う懲

に
係か

ゝ

る
所
、
誰
か
這こ

の

深
き
意こ

ゝ
ろを

知し
ら

ん
や
。（
第
百
五
十
回
）

竹
林
巽
は
、
悪
事
を
な
し
て
つ
い
に
は
刑
死
す
る
よ
う
な
馬
鹿
者
と
同
日
の
談
で

あ
る
。
禍
福
は
唯
は
起
こ
ら
な
い
。
必
ず
そ
こ
に
は
そ
う
な
る
原
因
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
が
勧
懲
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。

次
は
犬
塚
信
乃
の
言
葉
で
あ
る
。
彼
は
敵
で
あ
っ
て
も
忠
臣
を
ほ
め
る
。

意お
も

ふ
に
今け

日ふ

の
鬦た

ゝ

戦か
ひ

に
、
返
し
合
せ
て
戦う

ち

死じ
に

し
た
る
、
寄よ

せ
て隊

の
遊ゆ

う

軍ぐ
ん

、

蕝
な
は
ば
り

内う
ち

外と
の

助す
け

、
及ま

た

建た
け

柴し
ば

某な
に

乙が
し

、
又
滸こ

我が

の
近き

ん

習じ
ゆ

な
る
か
、
望も

ち

見み

・
科し

な

革か
は

な
ン
ど
喚よ

び

做な
し

た
る
壮わ

か

佼う
ど

は
、
倶と

も

に
恥
を
知
り
君き

み

を
奨は

げ
まし

て
、
恩
義
の
為
に
陣う

ち

歿じ
に

し
た
り
。

倘も
し

是
等
を
活い

か

し
な
ば
、
善
を
勧す

ゝ
むる
一
術
な
ら
ん
。（
第
百
六
十
九
回
）

次
は
犬
山
道
節
の
言
葉
で
あ
る
。
道
節
は
こ
う
言
っ
た
あ
と
、
悪
人
を
残
酷
に
処

罰
す
る
。

就つ
き

て
這こ

の

生い
け

口ど
り

馭ぎ
よ

蘭ら
ん

二じ

、
谷や

中ち
う

二じ

、
専せ

ん

作さ
く

等ら

は
、
年と

し

来ご
ろ

其そ
の

君き
み

を
惑ま

よ
はし

て
、
栄ゑ

の
り利

を
欲ほ

り
し
、
那か

の

民た
み

を
虐し

へ
たげ

て
、
罪
な
き
を
害
す
る
も
、
尠す

く
なか

ら
ず
と
聞
え
た

り
。
然さ
れ

ば
今こ

番た
び

定さ
だ

正ま
さ

に
、
説と

き

薦す
ゝ

め
て
、
無む

名め
い

の
軍い

く
さを
起
さ
せ
て
、
人
を
も
身

を
も
喪う
し
なふ
は
、
皆み

な

是こ
れ

這こ

奴や
つ

們ら

群ぐ
ん
し
よ
う小
の
、
致
す
所
と
我
聞き

ゝ

ぬ
。
異ゐ

日じ
つ

安あ

房は

へ
牽ひ

き

も
て
参
ら
ば
、
亦ま

た

是こ
れ
や
か
た館

（
義よ

し

成な
り

を
い
ふ
）
の
御ご

仁じ
ん

心し
ん

に
て
、
宥ゆ

う

寃め
ん

あ
ら
ん
も

知
る
べ
か
ら
ず
。
今
速す
み
やか

に
誅ち

ゆ
うせ

ず
は
、
何
を
も
て
よ
く
勧

く
わ
ん
ち
や
う

懲
を
正
さ
ん
。

権し
ば

且ら
く

牢ひ
と
や獄

に
係つ

な

ぎ
置お

き

て
、
明あ

日す

八や
つ

劊ざ
き

に
行
ふ
べ
し
。（
第
百
七
十
八
回
上
）

こ
の
あ
と
道
節
は
、
悪
人
ら
の
手
足
を
斬
り
落
し
、
大
小
の
腸
を
裂
き
出
し
、
そ

し
て
首
を
刎
ね
る
。
こ
の
よ
う
に
勧
懲
を
徹
底
す
る
た
め
に
厳
し
く
処
罰
す
る
こ

と
は
、
か
つ
て
中
世
の
物
語
で
は
賞
罰
に
か
か
る
神
仏
の
行
為
で
あ
っ
た
。
馬
琴

は
賞
罰
を
勧
善
懲
悪
に
変
え
、
作
者
の
思
想
を
含
ん
だ
小
説
の
作
法
と
し
た
の
で

あ
る
。

こ
こ
で
、
馬
琴
の
勧
懲
の
意
志
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
前
節
で
述
べ
た
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
の
早
野
勘
平
に
つ
い
て
の
馬
琴
の
批
判
を
見
て
お
こ
う
。
す
べ

て
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
前
編
（
文
化
七
年
刊
）
巻
三
「
色
慾
国
」
で
、
お
軽

を
相
手
に
夢
想
兵
衛
が
語
る
言
葉
で
あ
る
。
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薬く
す
りは
な
い
か
と
、
死し

人に
ん

の
懐

ふ
と
こ
ろへ
手て

を
さ
し
入い

れ
、
財さ

ひ

布ふ

を
爴つ

か
んで
莞に

つ

尓こ

と
し
、

俄に
は
か頃

に
心こ

ゝ
ろの

か
は
つ
た
は
、
そ
の
賊ぞ

く

心し
ん

、
を
さ
〳
〵
定さ

だ

九
郎
に
劣お

と

ら
ず
、
腹は

ら

は
た
ゝ
れ
な
、
な
ぜ
と
い
ひ
玉
へ
。
畢ひ

つ
き
や
う竟
二
ツ
玉た

ま

で
撃う

ち

と
め
た
は
、
舅し

う
と
の

仇か
た
き人
に
て
、
金か

ね

は
女に

や
う
ぼ
う房
売う

つ

た
る
金か

ね

な
れ
ば
こ
そ
よ
け
れ
、
こ
ゝ
で
は
一い

つ

向か
う

そ

の
こ
と
は
し
れ
ず
、
全ま
つ
たく
鉄て

つ

炮ほ
う

の
玉
が
翦そ

れ

て
、
旅た

び

人う
と

を
撃う

ち

殺こ
ろ

せ
し
、
と
思
ひ

な
が
ら
、
最さ
い

初し
よ

の
周し

う

章せ
う

に
う
つ
て
変か

は
つて

、
竊ひ

そ
かに

歓よ
ろ
こび

、
不ふ

義ぎ

の
財ざ

い

を
も
て
、

誤あ
や
ま
ちの

功こ
う
み
や
う名に

せ
ん
と
思
ひ
し
、
そ
の
心
は
や
汚け

が

れ
た
り
。
聖せ

い

人じ
ん

は
渇か

つ

し
て
も
、

盗と
う

泉せ
ん

を
飲の

ま

ず
、
賢け

ん

者し
や

は
瓜く

わ

田で
ん

に
履く

つ

を
入い

れ
ず
、
鷹た

か

は
死し

し
て
も
種ほ

は
つ
ま
ず

と
、
世よ

に
う
た
は
れ
し
早は

や

野の

氏う
ぢ

も
、
人ひ

と

の
枉わ

う

死し

を
幸さ

い
はひ

に
、
志

こ
ゝ
ろ
ざ
しを

移う
つ

す
と
き

は
、
前ま
へ

の
譬た

と
へも

虚き
よ

文ぶ
ん

な
り
。（
略
）

し
か
れ
ば
早は
や

野の

氏う
ぢ

の
犬い

ぬ

死じ
に

は
、
汝な

ん
ぢに
出い

で

て
汝な

ん
ぢに
返か

へ

る
。
天て

ん

理り

な
れ
ば
、
神か

み
ほ
と
け仏

は
申
に
及お
よ

ば
ず
、
竹た

け

田だ

出い
づ

雲も

を
も
恨う

ら
むる
こ
と
な
く
、
色し

き

慾よ
く

は
身み

を
倒た

ふ

す
の
病や

ま

ひ
、
不ふ

義ぎ

の
財た

か
らは

、
命い

の
ちを

縮ち
ゞ
むる

毒ど
く

薬や
く

な
る
よ
し
を
、
暁さ

と

り
給
へ
か
し
。（
略
）

勘
平
と
金
碗
大
輔
は
同
じ
状
況
か
ら
出
発
し
た
。
し
か
し
、
勘
平
は
「
不ふ

義ぎ

の
財ざ

い

を
も
て
、
誤

あ
や
ま
ちの
功こ

う
み
や
う名に
せ
ん
と
思
ひ
」、
最
終
的
に
は
「
犬い

ぬ

死じ
に

」
し
た
。
そ
の
行
為

が
「
汚け
が

れ
た
」「
心
」
で
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
勘
平
の
「
犬い

ぬ

死じ
に

」
は

「
汝な
ん
ぢに
出い

で

て
汝な

ん
ぢに
返か

へ

る
。
天て

ん

理り

」
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
勘
平
批
判
を
読
め
ば
、
私

な
ら
こ
う
は
書
か
な
い
、
と
い
う
馬
琴
の
心
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
く
る
。『
八
犬

伝
』
第
六
十
八
回
に
参
考
に
な
る
話
が
あ
る
。
甲
斐
山
中
の
麓
路
を
歩
い
て
い
た

犬
塚
信
乃
が
鹿
と
間
違
え
ら
れ
て
狩
人
の
鉄
砲
で
撃
た
れ
る
。
玉
は
外
れ
た
が
、

信
乃
は
死
ん
だ
振
り
を
す
る
。
近
づ
い
て
来
た
狩
人
は
人
間
と
知
っ
て
驚
く
が
、

信
乃
の
刀
に
目
が
く
ら
ん
で
、
盗
み
去
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
信
乃
に
阻
ま
れ

る
。
こ
の
狩
人
は
、
武
田
の
家
臣
泡
雪
奈
四
郎
と
下
男
の
媼を
ば

内な
い

で
、
二
人
は
悪
人

と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
『
忠
臣
蔵
』
を
批
評
し
た
式
亭
三
馬
の
『
忠
臣
蔵
偏
癡
気
論
』（
文

化
九
年
刊
）
の
、『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
の
右
の
批
判
に
近
い
箇
所
を
引
い
て
、

あ
え
て
両
者
の
勧
懲
の
意
識
の
強
弱
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

	
	

○
早は

や

野の

勘か
ん

平ぺ
い

重し
げ

氏う
ぢ

勘
平
は
人
を
殺こ

ろ

し
て
金か

ね

を
取と

り

し
大だ

い

賊ぞ
く

也
。
後ご

日に
ち

に
こ
そ
親お

や

の
敵か

た
きと
い
ふ
事
知し

れ
た
れ
ど
も
、
殺こ

ろ

せ
し
時
は
真し

ん

の
闇や

み

、
旅た

び

人う
と

を
殺こ

ろ

し
金
を
盗ぬ

す
みし

に
相さ

う

違ゐ

な
し
。

是
大だ
い

賊ぞ
く

の
證し

や
う拠こ

な
り
。
そ
れ
は
さ
て
置お

き

、（
略
）
猪し

ゝ

か
人
か
は
闇や

み

に
も
し
ら
る

べ
き
を
、
縄な
は
さ
ば
き捌し

て
足あ

し

を
と
ら
へ
、
初は

じ
めて

旅た
び

人ひ
と

と
心こ

ゝ
ろ
つ
き付

た
る
は
き
つ
い
狼う

ろ

狽た
へ

や
う
也
。
コ
リ
ヤ
旅た

び

人ひ
と

、
薬く

す
りは

な
き
か
と
懐く

わ
い
ち
う中を

さ
が
す
大お

ほ

癡だ
は

呆け

、
二
つ
玉

に
て
打う
ち

止と
め

た
る
も
の
が
薬
は
さ
て
置お

き

、
百ひ

や
く
け
い計つ

く
す
と
も
蘓よ

み

甦が
へ

る
事
あ
る
べ

き
や
。
勘
平
か
く
ま
で
う
ろ
た
ゆ
る
も
の
か
。
手て

に
あ
た
る
金
財ざ

い

布ふ

、
天
の

与あ
た

へ
と
お
し
戴い

た
ゞき
し
は
い
か
ゞ
。
世
の
た
と
へ
に
も
天
道た

う

人
殺こ

ろ

さ
ず
と
い
へ

り
。
し
か
る
を
何
ぞ
、
人
を
殺
し
金
を
取
と
い
ふ
天
道
ど
こ
の
国
に
か
あ
る

べ
き
。（
下
巻
）

『
忠
臣
蔵
偏
癡
気
論
』
は
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
に
後
発
す
る
滑
稽
本
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
、
鷺
坂
伴
内
を
「
忠
臣
蔵
中
第
一
の
忠
臣
」「
敬
し
て
不た
が

違は
ず

、
労
し
て

不う
ら

怨み
ず

、
能よ

く
し
ゆ
う主を
知
る
と
い
ふ
べ
き
也
」
と
評
す
る
発
言
も
あ
る
の
だ
が
、
今
引
い

た
所
と
比
較
す
る
だ
け
で
も
、
通
り
一
遍
の
三
馬
の
批
評
に
対
し
て
、
馬
琴
の
勧

懲
意
識
の
強
烈
さ
が
際
立
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

金
碗
大
輔
は
勘
平
と
同
じ
よ
う
な
絶
望
的
な
状
況
に
お
か
れ
な
が
ら
、「
勧
懲

の
主
人
公
と
仰あ
ほ
がる
ゝ
よ
し
」
と
評
判
さ
れ
る
存
在
に
ま
で
に
な
っ
た
、
そ
れ
は
、

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
と
は
異
な
っ
て
、
私
が
小
説
作
法
の
中
心
に
、
理
に
叶
っ
た

「
勧
懲
」
を
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
の
小
説
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。
馬
琴

は
、
金
碗
大
輔
か
ら
ヽ
大
法
師
を
作
り
終
え
た
と
き
、
そ
う
思
っ
た
に
違
い
な
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い
。
ヽ
大
は
「
仁
義
礼
智
忠
信
孝
悌
」
を
た
ば
ね
る
「
勧
懲
の
主
人
公
」
と
し
て
、

馬
琴
自
信
の
人
物
で
あ
っ
た
。

四
　
勧
懲
の
拡
大
・
主
人
公
の
変
質

馬
琴
の
勧
懲
主
義
は
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
。『
八
犬
伝
』
が
道
学
的
な
勧
懲

の
復
興
、
あ
る
い
は
鼓
吹
の
よ
う
に
映
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う

だ
ろ
う
か
。
馬
琴
は
、
思
想
か
ら
の
小
説
の
自
立
の
た
め
に
（
そ
し
て
中
国
演
義

小
説
か
ら
の
自
立
の
た
め
に
）、
事
象
を
一
度
勧
懲
を
通
し
て
見
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
馬
琴
は
勧
善
懲
悪
を
際
立
た
せ
る
た
め

に
、「
毀
善
勧
悪
」（
善
を
毀
ち
悪
を
勧
む
）
や
「
欺
善
作
悪
」（
善
を
欺
き
悪
を
作

す
）
の
具
体
を
描
写
し
た
。
こ
こ
で
は
勧
懲
の
意
味
を
で
き
る
だ
け
広
げ
て
、
馬

琴
以
前
の
土
壌
と
い
っ
た
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

芭
蕉
は
『
笈
の
小
文
』
で
「
し
か
も
風
雅
に
お
け
る
も
の
、
造
化
に
し
た
が
ひ

て
四し
い

時じ

を
友
と
す
。
見
る
処
、
花
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
、
お
も
ふ
所
、
月
に

あ
ら
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
像か
た
ち花
に
あ
ら
ざ
る
時
は
夷い

狄て
き

に
ひ
と
し
。
心こ

ゝ
ろ花
に
あ
ら

ざ
る
時
は
鳥
獣
に
類
す
。
夷
狄
を
出い
で

、
鳥
獣
を
離
れ
て
、
造
化
に
し
た
が
ひ
造
化

に
か
へ
れ
と
な
り
。」
と
書
い
て
い
る
。

こ
こ
で
芭
蕉
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
唐
突
だ

が
、
次
の
宣
長
の
言
葉
を
読
む
と
、
芭
蕉
の
注
解
の
言
葉
の
よ
う
に
見
え
る
。「
さ

て
人
は
、
何
事
に
ま
れ
、
感
ず
べ
き
事
に
あ
た
り
て
、
感
ず
べ
き
こ
ゝ
ろ
を
し
り

て
、
感
ず
る
を
、
も
の
の
あ
は
れ
を
し
る
と
は
い
ふ
を
、
か
な
ら
ず
感
ず
べ
き
事

に
ふ
れ
て
も
、
心
う
ご
か
ず
、
感
ず
る
こ
と
な
き
を
、
物
の
あ
は
れ
し
ら
ず
と
い

ひ
、
心
な
き
人
と
は
い
ふ
也
」（『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』「
な
ほ
お
ほ
む
ね
」）。
こ

れ
は
、
源
氏
物
語
を
代
表
と
す
る
日
本
の
物
語
が
、「
も
の
の
あ
は
れ
」
を
尽
く

し
、
読
者
も
そ
れ
に
反
応
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
論
の
一

節
で
あ
る
。

「
も
の
の
あ
は
れ
を
し
る
」
こ
と
は
、
芭
蕉
の
「
風
雅
」
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、「
物
の
あ
は
れ
し
ら
ず
」「
心
な
き
人
」
は
、
芭
蕉
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
夷
狄
」

「
鳥
獣
」
に
等
し
い
。
そ
う
考
え
得
る
し
、
そ
う
考
え
れ
ば
、
芭
蕉
の
「
風
雅
」、

宣
長
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
は
、
人
と
な
る
た
め
の
条
件
に
類
す
る
も
の
と
な
り
、

そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
は
強
制
の
意
味
合
い
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の
と
な
る
。
秋

成
の
芭
蕉
嫌
い
の
根
底
に
、
芭
蕉
に
、
論
敵
宣
長
と
同
様
の
こ
の
強
制
が
あ
る
こ

と
を
感
じ
取
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
宣
長
と
同
様
の
し
た
り

顔
が
浮
か
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
物
の
あ
は
れ
」
や
「
風
雅
」
の
強
制
は
、
一
種
の
勧
善
懲
悪
で
あ
る
。
宣
長
の

場
合
、
物
語
の
理
解
に
、
明
確
に
仏
教
や
儒
学
の
勧
善
懲
悪
を
排
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
物
の
あ
は
れ
」
を
強
制
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
勧
善
懲
悪
を
提
唱
し
て

し
ま
っ
た
。「
か
な
ら
ず
感
ず
べ
き
事
に
ふ
れ
て
も
、
心
う
ご
か
ず
、
感
ず
る
こ
と

な
き
を
、
物
の
あ
は
れ
し
ら
ず
と
い
ひ
、
心
な
き
人
と
は
い
ふ
也
」
は
、
仏
教
や

儒
学
が
言
う
と
こ
ろ
と
は
別
種
だ
が
、
間
違
い
な
く
勧
善
懲
悪
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
物
の
あ
は
れ
」
は
、
自
然
で
は
な
く
、
価
値
で
あ
る
か

ら
だ
。
仏
教
や
儒
学
の
言
う
善
悪
で
は
な
い
が
、「
よ
き
あ
し
き
を
わ
か
て
る
お
も

む
き
」（
同
前
）
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
源
氏
物
語
は
、「
お
の
が
（
作

者
が
）、
よ
し
と
も
あ
し
と
も
思
ふ
す
ぢ
、
い
は
ま
ほ
し
き
事
ど
も
を
も
、
其
人

（
登
場
人
物
）
に
思
は
せ
い
は
せ
て
、（
作
者
の
）
い
ぶ
せ
き
心
を
も
ら
し
た
る
物
」

（
同
前
）
と
い
う
創
作
観
に
よ
っ
て
、「
物
の
あ
は
れ
」
は
創
作
の
目
標
に
転
化
し

て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
転
化
は
、
勧
善
懲
悪
を
拒
否
し
て
も
、
別
の
勧
善
懲
悪
を
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呼
び
込
む
こ
と
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
宣
長
は
、『
住
吉
物
語
』
に
お
い
て
、

姫
の
継
母
の
「
物
の
あ
は
れ
を
し
ら
ざ
り
し
ふ
る
ま
ひ
」
を
い
ま
し
め
、
継
母
が

末
悪
し
く
、
姫
が
末
め
で
た
く
な
っ
た
こ
と
を
書
い
た
の
は
、「
ま
さ
し
く
勧
善
懲

悪
の
い
ま
し
め
の
心
ば
へ
な
る
に
、
た
ゞ
も
の
の
あ
は
れ
を
し
ら
ざ
る
を
、
い
ま

し
め
た
れ
ば
、
よ
の
つ
ね
の
儒
仏
の
い
ま
し
め
と
は
、
す
ぢ
こ
と
也
。
此
源
氏
の

物
語
も
、
な
ず
ら
へ
て
知
べ
し
」（
同
前
）
と
書
い
て
い
る
。「
も
の
の
あ
は
れ
を

し
ら
ざ
る
」
人
が
、
結
局
、
末
悪
し
く
終
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
仏
の
直
接
的

な
勧
善
懲
悪
と
は
異
な
る
と
は
言
え
、「
物
の
あ
は
れ
」
を
基
準
に
し
た
も
う
一
つ

の
勧
善
懲
悪
な
の
で
あ
る
。

は
っ
き
り
し
た
秋
成
の
芭
蕉
批
判
は
「
去
年
の
枝
折
」
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

泰
平
の
世
に
生
き
て
い
る
芭
蕉
が
、
戦
乱
の
中
で
旅
に
明
け
暮
れ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
西
行
や
宗
祇
の
真
似
を
す
る
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
嘲
笑
し
て
い
る
。
今
述

べ
た
強
制
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
直
接
的
に
は
な
い
。
し
か
し
、
思
い
込
み
か
ら
生
じ

る
し
つ
こ
い
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
は
強
制
で
は
な
い
の
か
。
時
代
の
性
質
を
認
識
し

な
い
芭
蕉
の
「
私
」
で
は
な
い
の
か
。
松
の
こ
と
は
松
に
問
え
と
、
い
か
に
も
私

意
を
捨
て
た
か
の
よ
う
な
姿
を
示
し
な
が
ら
、
芭
蕉
は
時
代
錯
誤
を
平
気
で
お
か

し
て
「
私
」
を
無
批
判
に
押
し
出
し
、
強
要
し
て
い
る
。
秋
成
に
は
そ
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

徹
底
し
た
宣
長
批
判
の
書
『
安
々
言
』（
以
下
秋
成
の
引
用
は
中
央
公
論
社
版

『
上
田
秋
成
全
集
』
に
よ
る
）
で
も
、『
古
事
記
』
を
特
別
視
す
る
こ
と
の
文
献
学

上
、
歴
史
学
上
の
根
拠
の
な
さ
、
禍
津
日
・
直
津
日
の
作
用
を
設
定
し
て
善
悪
の

現
象
を
解
釈
す
る
こ
と
の
恣
意
性
な
ど
、
議
論
の
レ
ベ
ル
で
批
判
す
る
一
方
で
、

宣
長
の
不
埒
な
態
度
の
よ
っ
て
き
た
る
所
以
を
、
泰
平
の
世
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
。「
聖
代
唅が
ん

哺ぽ

鼓こ

腹ふ
く（

泰
平
の
世
）
ノ
余
リ
。
間
ニ
乗

テ
書
ヲ
読
ミ
。
才
識
ノ
進
メ
ル
マ
ヽ
ニ
。
専
ラ
復
古
ヲ
唱
ヘ
テ
門
ヲ
張
ル
。
其
説

ノ
珍
奇
ナ
ル
ニ
驚
カ
サ
レ
テ
。
遠
近
ニ
聴
者
ア
リ
ト
ヤ
」
と
述
べ
て
い
る
。
秋
成

の
不
快
感
の
よ
っ
て
き
た
る
理
由
を
、
宣
長
が
、
泰
平
の
世
に
生
き
て
い
な
が
ら
、

そ
の
こ
と
を
は
き
違
え
て
行
動
し
て
い
る
こ
と
に
見
る
こ
と
は
、
そ
う
無
理
な
こ

と
で
は
な
い
。

宣
長
が
提
唱
す
る
「
復
古
」
に
対
し
て
も
、
秋
成
は
「
復
古
ハ
虚
名
ニ
テ
。
実

ハ
擬
古
ノ
游
技
已
」
と
批
判
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
の
人
間
の
贅
沢
に
な
っ
た

状
態
を
考
え
れ
ば
、
復
古
は
不
可
能
で
あ
り
、
不
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
復
古
は
、
す
べ
て
を
古
に
復
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
階
ニ
居
リ
。
草
実
ヲ
喫
ヒ
。
麻
苧
葛
藟
ヲ
被
ヒ
。
遠
游
ヲ
不
レ
思
。
名
利

ヲ
不
レ
知
。
山
中
一
天
地
ノ
民
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
レ
ハ
。
復
古
ノ
業
ニ
非
ス
。

（
同
前
）

こ
う
考
え
る
秋
成
に
と
っ
て
、
宣
長
の
復
古
の
提
唱
は
、
や
は
り
単
な
る
ア
ナ
ク

ロ
ニ
ズ
ム
に
す
ぎ
な
か
っ
た （
３
）。
く
り
返
せ
ば
、「
此
升
運
治
化
ニ
遇
テ
。
太
古

ノ
淳
朴
慕
フ
ヘ
キ
ニ
非
ス
。
慕
フ
ト
モ
将ハ
タ

不
レ
可
レ
得
者
也
」
な
の
で
あ
る
（
同

前
）。「
升
運
治
化
」
は
、
世
が
盛
ん
で
政
治
教
化
も
い
き
と
ど
い
た
、
の
意
。
だ

か
ら
、
古
を
古
と
し
、
今
を
今
と
し
、
安
き
に
安
ん
ず
る
の
が
、「
庶
民
ノ
分
度
」

で
あ
る
と
秋
成
は
『
安
々
言
』
を
述
べ
終
わ
る
。

『
安
々
言
』
は
、『
古
事
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
代
文
献
論
が
中
心
で
あ
り
、

秋
成
は
『
日
本
書
紀
』
を
正
史
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
異
伝
に
す
ぎ
な
い
『
古
事

記
』
を
肥
大
化
し
て
考
え
る
宣
長
の
説
を
容
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

秋
成
は
、
泰
平
の
世
だ
か
ら
こ
そ
、
偽
り
な
く
、
緊
張
し
て
生
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。『
雨
月
物
語
』
や
『
春
雨
物
語
』
の
世
界
は
そ

の
よ
う
な
緊
張
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
泰
平
の
世
に
戦
乱
の
世
を
思
い
出
し
て
泰
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平
の
意
味
を
か
み
し
め
る
。
そ
れ
が
秋
成
の
創
作
の
意
味
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
風
景
は
古
跡
と
し
て
あ
る
。
古
跡
の
探
索
・
確
認
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
同

時
に
現
在
の
風
景
の
探
索
・
確
認
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
過
去
が
現
在
に
い
た
る
過
程

の
探
索
・
確
認
で
あ
る
。
秋
成
が
物
語
に
向
か
う
と
き
、
以
上
の
探
索
・
確
認
が
根

本
的
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
宣
長
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

『
ぬ
ば
玉
の
巻
』
の
冒
頭
部
で
、
こ
の
記
の
著
述
者
で
あ
る
宗
椿
は
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
乱
世
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
為
の
う
ち
に
源
氏
物
語
に
打
ち
込

む
自
分
を
注
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ら
〳
〵
今
の
世
の
あ
り
さ
ま
を
見
き
く
に
。
天
の
し
た
の
み
だ
れ
。
あ
さ

苧を

の
糸
ぐ
ち
う
し
な
へ
る
に
似
て
。
い
に
し
へ
よ
り
た
め
し
す
く
な
く
。
大

君
の
し
づ
も
り
ま
せ
る
都
の
内
さ
へ
。
つ
る
ぎ
打
ふ
り
。
弓ゆ

ず
ゑ
ふ
り
た

て
ゝ
。
主
お
や
と
も
い
は
ず
。
妻め

児こ

と
も
う
つ
く
し
ま
ず
。
あ
さ
ま
し
う
う

ば
ひ
あ
ら
そ
ふ
に
は
。
人
ひ
と
り
と
し
て
た
の
ま
る
る
心
は
な
く
。
ま
し
て

ゐ
な
か
の
は
て
〳
〵
の
国
に
は
。
豺さ
い

狼ら
う

の
い
ど
み
の
み
に
て
。
ふ
か
き
山
ご

も
り
の
お
こ
な
ひ
人
も
。
世
に
さ
へ
ら
れ
。
や
す
き
所
も
と
め
わ
づ
ら
ふ
。

か
ゝ
る
時
に
う
ま
れ
あ
ひ
て
も
。
世
の
み
だ
れ
と
り
し
づ
む
べ
き
男
だ
ま
し

ひ
は
。
い
と
は
る
か
に
。
か
け
は
な
れ
た
る
も
の
に
て
。
仏
の
を
し
へ
の
た

ふ
と
き
に
も
え
お
も
ひ
た
ゝ
ず
。
は
か
な
き
こ
と
の
葉
の
す
さ
び
さ
へ
た
ど

〳
〵
し
き
は
。
い
と
も
お
ろ
か
な
り
。

天
下
の
乱
れ
は
天
皇
の
膝
元
で
あ
る
京
都
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
田
舎
は
さ
ら
に

ひ
ど
く
、
深
山
の
修
行
者
も
安
閑
と
は
し
て
い
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
う
世
の
状
況

な
の
に
、
自
分
は
乱
れ
を
静
め
る
「
男
だ
ま
し
ひ
」
も
な
く
、
仏
道
を
追
求
す
る
こ

と
も
で
き
ず
、「
は
か
な
き
こ
と
の
葉
の
す
さ
び
」
さ
え
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

宗
椿
を
と
り
ま
く
乱
世
と
い
う
状
態
と
「
は
か
な
き
こ
と
の
葉
の
す
さ
び
」
の

関
係
は
、
乱
世
と
、
泰
平
の
世
で
あ
る
近
世
の
関
係
に
等
し
い
。
こ
の
対
比
を
『
ぬ

ば
玉
の
巻
』
の
最
深
部
の
構
造
と
し
て
、
秋
成
は
設
定
し
た
。
宗
椿
の
夢
に
現
れ

た
人
丸
の
霊
は
勧
懲
に
つ
い
て
こ
う
言
う
。

さ
て
物
が
た
り
と
云
は
。
い
か
に
も
〳
〵
現う
つ在ゝ

の
事
を
。
打
か
す
め
つ
ゝ
作

り
な
せ
れ
ば
。
勧く
わ
ん
ぜ
ん善

懲ち
よ
う
あ
く悪

の
便
り
と
も
成
べ
け
れ
ど
。
も
ろ
こ
し
の
聖
の

君
達
の
お
こ
な
ひ
の
中
に
つ
き
て
。
よ
き
事
の
み
を
え
ら
び
出
て
。
法の
り

と
せ

し
に
は
見
お
と
り
せ
ら
れ
て
。
上じ
よ
う
ら
う﨟に

も
下
ら
う
に
も
。
た
ゞ
な
ほ凡

俗

〳
〵
し

き
人
の
な
せ
し
く
さ雑

事
は
ひ
ど
も
に
。
ま
れ
〳
〵
め
さ
む
る
ふ
し
〴
〵
を
拾
ひ

出
て
。
書
た
る
も
の
な
れ
ば
。
道
〻
し
き
事
は
是
に
こ
そ
と
い
ふ
は
。
空
ご

と
書
も
の
ゝ
。
詞
の
花
〻
し
き
に
て
。
実
に
は
し
か
る
べ
く
も
我
は
思
は
ざ

る
べ
し
。

勧
懲
に
対
す
る
こ
の
さ
め
た
認
識
が
、
逆
に
勧
懲
を
芭
蕉
や
宣
長
の
意
識
に
も
見

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
馬
琴
の
勧
懲
は
こ
れ
ら
を
の
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

さ
き
に
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
を
引
い
た
の
で
、
こ
こ
で
服
部
撫
松
の
『
第

二
世
夢
想
兵
衛
蝴
蝶
物
語
』（
明
治
十
七
年
刊
）
前
編
上
「
発
端
」
の
一
節
を
見
て

お
こ
う
（
原
漢
文
）。

勧
善
懲
悪
を
鼻は
な
ば
し
ら梁に
掲
て
以
て
人
の
穴
を
扭ほ

じ
くり
、
世
の
瑾き

ず

を
穿
つ
者
は
新
聞

屋
な
り
。
其
勧
懲
の
効
は
鼻
糞
丸
に
勝
る
や
否い
な

、
未
だ
知
る
べ
か
ら
ざ
る
と

雖
も
、
人
皆み
な

分
を
守
て
穴
を
塡う

め
、
瑾
を
磨
か
ば
復
た
記
す
べ
き
事
無
く
、

新
聞
子
の
痩
せ
我
慢
と
雖
ど
も
、
竟
に
其
の
頤あ
ご

を
釣
る
さ
ん
の
み
（
服
部
撫

松
『
第
二
世
夢
想
兵
衛
蝴
蝶
物
語
』
前
編
上
「
発
端
」）。

な
お
、「
世
の
瑾
」
の
「
瑾
」
は
「
瑕
」
の
意
で
あ
ろ
う
（
現
代
思
潮
社
刊
の
雑
誌

初
出
本
『
第
二
世
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
に
お
け
る
山
敷
和
男
の
頭
注
）。
明
治
の

世
相
の
中
へ
解
き
放
た
れ
た
勧
懲
で
あ
る
。
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第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
馬
琴
の
「
主
人
公
」
は
、
一
つ
は
天
地
の
主
宰
者
、

も
う
一
つ
は
「
主
客
」
の
「
主
」
の
意
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
の
「
主
人

公
」
は
、
小
説
技
法
の
一
つ
と
し
て
、「
主
人
公
」
が
ヒ
ー
ロ
ー
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
訳

語
と
し
て
一
般
的
に
な
る
過
程
を
担
い
、
主
宰
者
と
い
う
も
の
を
背
後
に
持
つ
も

う
一
人
の
自
分
、
主
宰
者
に
通
じ
る
自
分
の
内
な
る
自
分
、
と
い
う
前
者
の
意
味
に

お
い
て
は
衰
滅
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
も
う
一
人
の
自
分
の
意
義
も
変
化
し
た
。

た
と
え
ば
、
も
う
一
人
の
自
分
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

老
先
生
の
心
底
に
は
常
に
二ふ
た
り個

の
人
が
相
戦
つ
て
居を

る
、
其そ

の

一
人
は
本
来
自

然
の
富
岡
氏う
じ

、
其そ

の

一
人
は
そ
の
経
歴
が
造
つ
た
富
岡
先
生
。
そ
し
て
富
岡
先

生
は
常
に
猛
烈
に
常
に
富
岡
氏
を
圧
服
す
る
に
慣
れ
て
居
る
、
其そ
の

結
果
と
し

て
富
岡
氏
が
希
望
し
承
認
し
或
は
飛
び
つ
き
度た

い
程
に
望
ん
で
居
る
こ
と
で

も
、
彼あ

の
執ひ

ね
く拗
れ
た
焦い

ら

熬〳
〵

し
て
居
る
富
岡
先
生
の
御
機
嫌
に
少
し
で
も
触さ

は

ら

う
も
の
な
ら
直
ぐ
一
撃
の
も
と
に
破
壊
さ
れ
て
了
う
。（
国
木
田
独
歩
『
富
岡

先
生
』
三
）

「
其そ
の

一
人
は
本
来
自
然
の
富
岡
氏う

じ

、
其そ

の

一
人
は
其そ

の

経
歴
が
造
っ
た
富
岡
先
生
」
と

い
う
ふ
う
に
、
自
己
は
二
人
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
と
も
に
「
私
」
を
超
え
て

い
な
い
。「
私
」
と
同
じ
平
面
に
い
る
、
ま
さ
し
く
も
う
一
人
の
個
に
す
ぎ
な
い
。

個
を
超
え
た
意
味
を
発
し
て
い
な
い
。
近
世
の
「
主
人
公
」
は
、
も
う
一
人
の
自

分
と
い
う
要
素
を
保
持
し
な
が
ら
、
私
と
い
う
個
を
超
え
て
い
る
。
主
人
公
の
出

所
で
あ
る
「
心
」
が
個
を
超
え
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る （
４
）。
そ
う
い
う
心
を
受
け

継
い
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
『
荀
子
』
解
蔽
篇
を
見
て
み
よ
う
。
解
蔽
と
は
、
心
が
蔽お
お

わ
れ
て
い

る
状
態
を
解
放
す
る
と
い
う
意
味
だ
が
、
ど
こ
へ
向
か
っ
て
解
放
す
る
か
と
い
う

と
、
道
へ
向
か
っ
て
な
の
で
あ
る
。
決
し
て
自
分
に
向
っ
て
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。「
人
は
何
を
以
て
道
を
知
る
や
。
曰
わ
く
、

心
な
り
。
心
は
何
を
以
て
知
る
や
。
曰
わ
く
、
虚き
ょ

壱い
つ

に
し
て
静
な
り
」
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
虚
壱
、
静
が
、
心
を
道
に
向
か
わ
せ
る
。
そ
う
い
う
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
、
時
代
に
は
勢
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
知
識
青

年
た
ち
と
同
様
に
キ
リ
ス
ト
教
や
陽
明
学
を
経
験
し
て
、
個
を
超
え
る
思
考
に
無

縁
で
は
な
か
っ
た
は
ず
の
独
歩
も
、
坪
内
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』
が
『
八
犬
伝
』

を
「
仁
義
八
行
の
化
物
」
と
評
し
た
の
と
同
様
、『
八
犬
伝
』
の
「
仁
義
」
に
は
共

感
で
き
な
か
っ
た
。

	
	

○ 「
人
」

	
�

曲
亭
馬
琴
が
教
へ
し
処
は
「
人
」
に
あ
ら
ず
。
仁
、
義
、
礼
、
智
、
忠
、

信
、
孝
、
悌
な
り
。�

　
　
（「
独
歩
遺
文
」
感
想
篇
）

○�

道
徳
を
明
か
に
し
、
仁
義
を
軽
ん
ず
。
之
れ
イ
ン
デ
ビ
ヂ
ア
リ
チ
ー
に
あ

ら
ざ
る
乎
。�

　
（「
独
歩
遺
文
」
感
想
篇
）

「
人
」
や
「
道
徳
」
の
確
立
の
た
め
に
、「
仁
義
」
は
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
独
歩
は
私
た
ち
と
同
じ
地
平
か
ら
新
た
な
展
開
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。
だ
か

ら
、
本
稿
の
「
主
人
公
」
の
射
程
は
そ
こ
へ
は
届
か
な
い
。
独
歩
の
「
人
間
」
は

す
で
に
「
イ
ン
デ
ビ
ヂ
ア
リ
チ
ー
」
の
内
部
に
収
束
し
た
か
ら
で
あ
る
。

注（
１
）	

拙
稿
「『
里
見
八
犬
伝
』
の
自
注
」（「
近
畿
大
学
日
本
語
・
日
本
文
学
」
第
十
三
号
。

二
〇
一
一
年
三
月
）

（
２
）	

濱
田
啓
介
「「
勧
善
懲
悪
」
補
紙
」（『
近
世
小
説
・
営
為
と
様
式
に
関
す
る
私
見
』
所

収
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）
が
勧
善
懲
悪
の
思
潮
に
関
し
て
、
根
本

的
か
つ
網
羅
的
に
展
望
し
て
い
る
。
濱
田
氏
も
引
く
李
漁
の
『
閑
情
偶
寄
』「
詞
曲
部
」
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の
「
戒
風
刺
」
に
、
伝
奇
を
作
る
者
は
「
努
存
忠
厚
之
心
。
勿
為
残
毒
之
事
。
以
之
報

恩
則
可
。
以
之
報
怨
則
不
可
。
以
之
勧
善
懲
悪
則
可
。
以
之
欺
善
作
悪
則
不
可
」（
作
家

出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。「
勧
善
懲
悪
」
の
対
と
し
て
「
欺
善
作

悪
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）	
日
野
龍
夫
は
、
同
趣
旨
の
荒
木
田
末す

え

耦と
も

宛
て
の
秋
成
書
簡
を
示
し
て
言
う
。「
宣
長
の

い
か
な
る
著
述
に
も
、「
復
古
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
と
要
約
し
う
る
よ
う
な
単
純
粗
雑

な
主
張
は
一
言
も
な
い
」（「
秋
成
と
復
古
」、『
日
野
龍
夫
著
作
集
』
第
２
巻
所
収
）。
し

か
し
秋
成
は
そ
う
い
う
レ
ベ
ル
で
復
古
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
秋
成
の

復
古
批
判
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
野
三
敏
「
寓
言
論
の
展
開
」
に
、
当
時
の
思
潮
を

取
り
込
ん
だ
記
述
が
あ
る
（『
戯
作
研
究
』
所
収
。
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
六
年
）。

（
４
）	

拙
著
『
主
人
公
の
誕
生
』
第
三
章
「
個
を
超
え
る
心
」




